
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
の
成
立
過
程

i
土
着
史
料
に
よ
る
試
み
一

小

林

致

広

「アステカ帝国」の成立過程（小林）
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メ
ソ

【
要
約
】
　
一
五
一
九
年
に
コ
ル
テ
ス
の
眼
前
に
姿
を
み
せ
た
核
ア
メ
リ
カ
の
高
文
明
社
会
は
、
一
般
に
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
ア
ス
テ
カ
の
政
治
体
系
、
軍
事
主
義
、
貢
納
体
制
な
ど
に
つ
い
て
の
一
般
的
叙
述
は
膨
大
な
量
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
中
で
コ
デ

ィ
セ
（
絵
文
書
）
と
総
称
さ
れ
る
土
着
塾
側
の
資
料
を
も
と
に
、
ア
ス
テ
カ
の
「
帝
国
」
拡
張
の
過
程
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
代
諸
王

の
事
蹟
、
特
に
征
服
活
動
を
記
し
た
コ
デ
ィ
セ
の
一
つ
で
あ
る
コ
デ
ィ
セ
・
メ
ソ
ド
シ
ノ
を
基
本
史
料
と
し
、
ア
ス
テ
カ
の
征
服
活
動
を
四
期
に
区
分
し

た
。
テ
バ
ネ
カ
の
傭
兵
と
し
て
の
征
服
活
動
は
、
三
都
市
同
盟
に
よ
る
メ
ヒ
コ
盆
地
で
の
覇
権
確
立
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
勢
力
の
拡
大
1
1
帝
国
形
成
の
た

め
の
征
服
活
動
へ
と
転
化
す
る
。
支
配
階
級
で
あ
る
神
官
、
貴
族
、
戦
士
階
級
は
、
熱
帯
地
域
と
の
交
易
に
よ
っ
て
拾
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
商
人
階
級
と
の

利
害
の
一
致
点
を
、
熱
帯
地
域
の
軍
事
的
征
服
に
見
出
し
た
。
こ
う
し
て
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
、
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
の
こ
代
に
お
い
て
、
中
央
高
原
か
ら
熱

帯
地
域
へ
の
進
出
の
橋
頭
墜
が
確
保
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
地
方
に
は
、
統
治
者
が
派
遣
さ
れ
貢
納
の
翼
翼
と
治
安
維
持
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
第
三
期
の
征

銀
活
動
は
古
く
か
ら
の
交
易
の
仲
継
地
な
ど
の
掌
握
を
期
し
た
も
の
だ
が
、
第
四
期
は
そ
れ
ら
の
交
易
品
の
内
の
貴
重
品
ー
カ
カ
オ
、
金
、
宝
石
、
羽
毛
－

の
生
産
地
の
直
接
支
配
を
羅
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
四
八
○
年
代
か
ら
約
四
〇
年
の
間
に
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
は
大
拡
張
す
る
。
し
か
し
、

交
通
手
段
の
未
発
達
は
首
都
か
ら
三
〇
〇
㎞
以
上
も
あ
る
遠
隔
地
の
統
治
支
配
を
旧
来
の
統
治
者
派
遣
か
ら
軍
事
的
要
塞
の
設
置
へ
と
変
え
た
。
そ
れ

は
、
制
圧
し
た
地
方
の
旧
領
主
の
有
し
て
い
た
政
治
的
領
域
支
配
を
改
変
す
る
こ
と
な
く
、
軍
事
力
を
背
景
に
受
け
継
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
遠
隔
地
方
で
は
各
プ
エ
ブ
ロ
は
メ
ヒ
カ
に
服
属
し
て
は
い
る
が
相
互
に
紛
争
を
起
す
と
い
う
一
種
の
無
政
府
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
克
服
・
統
一
は
、
メ
ヒ
カ
の
手
に
よ
る
「
ア
ス
テ
カ
帝
属
」
の
完
成
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
破
壊
者
コ
ル
テ
ス
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
八
巻
二
号
　
【
九
七
五
年
三
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
は
「
想
像
上
の
小
説
」
で
あ
る
。
　
一
九
世
紀
の
偉
大
な
人
類
学
者
モ
ル
ガ
ン
い
。
≦
冨
国
・
窯
O
H
α
Q
㊤
嵩
は
、
こ
の
よ
う
に

　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

断
言
し
た
。
ア
ス
テ
カ
と
い
う
名
称
は
、
　
一
八
世
紀
末
ま
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
プ
レ
ス
質
ッ
ト
≦
箪
ド
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

缶
・
℃
お
ω
。
o
茸
の
傑
作
『
メ
キ
シ
コ
征
服
記
』
に
よ
っ
て
、
決
定
的
に
定
着
し
た
言
葉
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
を

最
初
に
記
述
し
た
コ
ル
テ
ス
・
ゴ
マ
ラ
・
デ
・
ア
㌍
ど
の
征
服
者
の
誓
は
・
驚
嘆
の
イ
｛
ジ
で
満
ち
て
い
る
・
そ
の
記
述
は
・
讐
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

文
化
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
　
「
社
会
と
政
府
、
社
会
関
係
お
よ
び
生
活
様
式
に
つ
い
て
は
、
何
事
に
ま
れ
無
価
値
で
あ
る
」
と
モ
ル
ガ
ン
は

断
言
し
て
い
る
。
は
た
し
て
、
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
コ
ル
テ
ス
は
、
国
王
カ
ル
ロ
ス
五
運
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
に
も
匹
敵
す
る
価
値
を
、
ク
ル
ア
O
偏
三
崎
と
呼
ば
れ
る
広
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
豊
か
な
土
地
に
見
出
し
、
「
太
洋
の
新
ス
ペ
イ
ン
」
冨
毒
Φ
〈
p
①
粥
轟
ρ
α
Φ
㌶
ヨ
㊤
H
◎
。
曾
口
。
と
命
名
し
た
。
こ
の
土
地
を
支
配
し
て
い

た
の
が
モ
テ
ク
ス
マ
嵐
。
富
。
謡
ヨ
㊤
で
あ
る
。
そ
の
勢
力
は
賃
貸
臣
臼
欝
註
富
離
（
“
n
門
①
出
O
O
げ
け
八
け
一
国
昌
）
か
ら
二
〇
〇
レ
グ
ア
ス
（
約
千
㎞
）
に

達
す
る
地
方
ま
で
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
統
治
支
配
を
コ
ル
テ
ス
は
次
の
よ
う
に
第
二
書
簡
で
記
し
た
。

　
「
こ
の
地
域
、
特
に
酋
都
隣
接
地
域
の
多
く
の
領
主
は
、
既
述
の
ご
と
く
こ
の
大
都
市
に
居
住
し
、
そ
の
す
べ
て
、
あ
る
い
は
大
部
分
が
モ

テ
ク
ス
マ
に
奉
仕
し
、
そ
の
領
主
権
を
相
続
保
持
し
て
い
る
。
…
…
こ
れ
ら
諸
領
主
の
領
土
す
べ
て
に
駐
屯
所
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
家
臣
を
行

政
官
あ
る
い
は
各
地
方
が
納
め
る
労
働
奉
仕
と
貢
納
の
徴
発
担
当
官
と
し
て
配
備
し
て
い
る
。
…
…
そ
し
て
、
各
地
方
が
納
め
る
貢
納
最
目
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
の
量
に
つ
い
て
の
規
定
を
絵
文
掌
と
数
字
で
紙
に
記
載
し
て
い
る
。
」

　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
軍
事
的
民
主
鰯
と
い
う
珍
妙
な
部
族
連
合
体
を
越
え
た
政
治
的
集
権
化
を
み
た
社
会
で
あ
ろ
う
。
行
政
官
派
遣
、

租
税
台
帳
の
整
備
に
み
ら
れ
る
一
定
の
貢
納
体
系
の
存
在
、
こ
う
し
た
も
の
は
決
し
て
想
像
上
の
産
物
で
は
な
い
。
コ
ル
テ
ス
が
言
及
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
貢
納
の
記
録
を
含
め
多
く
の
公
文
書
を
作
成
・
保
管
し
て
い
る
建
物
諺
ヨ
◎
×
。
巴
臨
と
そ
の
長
官
に
つ
い
て
デ
ィ
ア
ス
も
語
っ
て
い
る
。
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犀
。
δ
。
P
×
圃
二
二
9
9
尊
と
い
わ
れ
る
伝
承
、
年
代
記
、
あ
る
い
は
貢
納
記
録
な
ど
の
コ
デ
ィ
セ
は
、
焚
書
な
ど
に
よ
っ
て
失
な
わ
れ
た
も

の
が
多
い
。
し
か
し
、
初
代
副
王
メ
ン
ド
サ
の
指
示
に
よ
っ
て
一
五
四
一
－
二
年
頃
に
筆
写
さ
れ
た
一
群
の
絵
文
書
1
ー
コ
デ
ィ
セ
・
メ
ン
ド
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ノ
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
コ
デ
ィ
セ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
う
し
た
土
着
史
料
の
検
討
は
追
放
イ
エ
ズ
ス
会
士
ク
ラ
ビ
ヘ
ロ
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ス
ト
に
よ
る
史
料
集
積
を
経
て
、
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ピ
コ
革
命
後
、
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
モ
を
基
調
と
し
た
研
究
が
着
手
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
本
稿
は
、
　
こ
う
し
た
土
着
史
料
を
中
心
に
、
　
コ
ル
テ
ス
ら
征
服
者
の
眼
前
に
展
開
し
た
新
ス
ペ
イ
ン
の
土
着
イ
ン
デ
ィ
オ
の
世
界
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
ク
ル
ア
・
メ
ヒ
カ
O
巳
財
舞
－
鼠
①
圏
舞
の
支
配
領
域
の
広
が
り
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「アステカ帝国」の成立過程（小林）

①
　
L
・
H
・
モ
ル
ガ
ン
、
荒
畑
寒
村
訳
『
古
代
社
会
勧
上
巻
、
東
京
、
一
九
五
四

　
年
、
二
三
〇
頁
。

②
　
ア
ス
テ
カ
〉
§
ω
＄
と
は
伝
説
上
の
故
地
ア
ス
ト
ラ
ン
＞
N
菖
p
昌
か
ら
来
た
人

　
と
い
う
意
味
で
、
チ
ャ
ル
カ
O
プ
鉱
8
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
侮
称
で
あ
る
。

　
自
称
は
伝
説
上
の
領
主
に
ち
な
ん
で
、
メ
ヒ
カ
義
戦
×
8
ρ
、
あ
る
い
は
テ
ノ
チ
カ

　
目
①
鵠
。
。
げ
。
ρ
で
あ
る
。
コ
ル
ワ
カ
ン
の
貴
族
を
王
と
し
て
迎
え
て
か
ら
は
、
コ
ル

　
ア
”
メ
ヒ
カ
O
o
ぎ
自
p
買
伽
首
8
と
称
し
た
。
コ
デ
ィ
セ
・
ア
ウ
ビ
ン
、
チ
マ
ル

　
パ
イ
ン
の
年
代
記
に
お
い
て
ア
ス
テ
カ
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
い

　
ず
れ
も
メ
ヒ
コ
盆
地
居
住
前
の
時
期
に
闘
齢
し
た
醸
件
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
メ

　
ヒ
カ
か
ら
ア
ス
デ
カ
に
呼
称
が
再
帰
し
た
の
は
、
ク
ラ
ビ
ヘ
ロ
以
降
の
メ
ヒ
コ
研

　
究
の
進
展
に
お
い
て
で
あ
り
、
　
｝
九
世
紀
初
期
に
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
に
み
ら
れ
る

　
よ
う
に
後
者
が
よ
り
好
ま
れ
て
使
用
さ
れ
始
め
た
。

　
≦
9
ひ
国
ユ
。
列
こ
砺
§
砺
駄
通
馬
い
ぎ
謹
嵩
地
白
ミ
ミ
ー
§
馬
℃
馬
窪
む
駄
§
註
8

　
　
§
ミ
9
ミ
帖
§
ミ
N
箏
§
鴨
受
卜
§
ミ
魑
ミ
無
ミ
黛
§
ミ
9
ミ
零
舜
〇
三
8
σ
q
ρ
一
り
α
P

　
　
℃
詠
。
。
①
■

　
組
目
ヨ
9
置
ρ
≧
㊦
冒
民
δ
α
Φ
．
曽
肉
誠
遷
。
℃
o
ミ
帖
8
亀
町
馬
ミ
謁
§
さ
§
ミ

　
　
ヒ
ミ
馬
§
乱
暴
a
勘
3
銀
仙
艮
o
ρ
陪
り
お
．

　
ア
ス
ト
ラ
ン
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
ア
ジ
ア
大
陸
と
い
う
珍
説
ま
で
あ

　
る
が
、
一
応
現
ミ
チ
ヨ
ア
カ
ソ
州
、
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
ま
た
が
る
ユ
リ
リ
ア
地

　
方
の
湖
水
地
方
と
考
え
て
よ
い
。

　
Ω
拶
く
こ
賃
ρ
司
犀
ま
冨
8
三
三
Φ
村
璽
襲
筑
ミ
ミ
』
ミ
喧
ミ
§
』
§
ミ
8
、
竃
身
繭
8
噛

　
　
H
Φ
痒
”
℃
℃
．
①
？
①
メ

　
o
o
9
①
郭
内
α
ロ
霞
a
噂
、
、
≦
o
H
p
σ
q
》
N
鉱
p
降
雪
①
出
。
凶
ヨ
p
葛
同
日
霞
｝
N
庁
o
H
（
o
蔦
．
．

　
　
三
戸
§
胸
§
ミ
欝
嵐
寒
§
ミ
、
§
眺
§
繋
ミ
鼠
§
ミ
隷
§
重
き
§
い
特
ミ
S
§
蕊
嵐
、
馬
一

　
　
ミ
ミ
ミ
罫
幅
§
§
．
切
α
●
H
目
讐
○
冨
N
”
一
り
①
P
ω
・
¢
。
一
ム
c
o
。

　
囚
岸
。
財
プ
。
鉾
屑
ρ
巳
’
．
．
傷
。
α
Φ
℃
＝
巴
㊦
ご
8
罷
N
賃
》
算
一
帥
コ
”
．
”
昏
ミ
§
、
ざ
ミ
争

　
　
8
識
8
”
僧
ぎ
同
（
お
曾
）
噛
℃
℃
■
＄
1
認
．

③
摩
Φ
ω
8
洋
”
≦
已
拭
員
§
恥
韓
乳
。
遣
駄
馬
ぎ
○
§
嶋
ミ
無
織
§
疑
普
。
ス
『
け

　
①
α
．
累
。
築
団
。
鱒
噛
一
Q
。
お
）
〇
三
〇
p
σ
q
P
お
8
●

④
本
稿
で
は
U
8
垂
雪
5
q
¢
畠
。
＜
o
α
㌶
（
Φ
α
■
y
弱
気
ミ
ぎ
§
蕊
砺
等
帖
ミ
ミ
§
恥

　
§
§
ミ
霜
曾
卜
。
日
。
ヨ
o
ρ
じ
d
ま
疑
0
3
8
α
Φ
諺
暮
。
話
ω
国
ω
℃
ρ
ぎ
τ
。
・
（
釦
卜
獅

　
と
略
Y
日
。
旨
。
b
。
b
。
”
b
。
9
鼠
践
ユ
9
一
逡
？
ミ
・
所
収
の
版
を
利
用
。
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O
O
巴
酔
①
ω
讐
司
①
H
昌
ρ
鐸
α
O
辱
　
鴨
、
．
O
僧
『
伸
P
ω
　
α
①
菊
φ
一
白
O
一
〇
鄭
①
ω
摯
い
　
財
■
匿
・
」
円
’
　
擁
O
ヨ
O
　
ト
ニ
N
讐

　
　
　
℃
℃
．
H
一
一
α
Q
Q
．

　
い
ひ
℃
㊦
N
　
鳥
Φ
O
ひ
ヨ
ρ
門
ρ
璽
凋
目
P
昌
O
尻
O
O
「
．
．
∩
O
ロ
ρ
郭
一
㏄
四
竃
鳥
O
ン
一
①
諸
一
〇
〇
層
”
輸
b
ご
．
鼠
■
肉
。

　
　
　
月
O
ヨ
O
N
b
σ
璽
．
℃
℃
．
ト
ユ
リ
㎝
1
蔭
㎝
伊

　
一
）
一
ρ
N
．
山
O
一
　
6
9
q
り
け
一
一
一
〇
噂
】
W
O
H
口
曽
一
℃
　
．
．
＜
O
尻
O
餌
鳥
①
同
㊤
　
国
一
ω
仲
O
『
凶
9
　
傷
㊦
　
一
〇
ω
　
ω
慮
O
O
ω
O
㎝

　
　
　
α
⑦
　
一
P
切
　
O
O
ロ
ゆ
信
凶
ω
汁
勲
　
畠
O
　
一
国
　
累
ロ
Φ
＜
餌
　
閏
ω
℃
塑
か
僧
．
り
　
切
’
抵
’
肉
・
8
0
ヨ
O
　
ひ
δ
◎

　
　
　
℃
℃
．
H
I
ω
ド
刈
9

⑤
モ
ル
ガ
ン
、
前
掲
書
、
二
二
八
頁
、
註
一
。

⑥
0
9
菰
。
。
い
。
や
。
搾
‘
や
認
。

⑦
．
H
げ
識
‘
や
ω
劇
噛

⑧
∪
冨
N
血
巴
9
ω
け
三
p
o
や
。
一
け
‘
℃
や
。
。
N
N
O
ド
¶

⑨
　
ホ
稿
で
は
以
下
の
コ
デ
ィ
セ
を
利
用
。

　
》
”
、
．
O
O
伽
一
〇
⑦
竃
O
下
山
O
O
一
嵩
O
脇
、
－
－
噂
∬
目
0
7
騨
ω
噛
ω
貸
日
唱
Φ
一
噂
寒
紅
、
緯
陵
馬
黛
砺
』
）
O
砺
馬
き
慧
ミ
竃
鴨
勲

　
　
　
9
、
℃
ミ
さ
蕊
観
肋
国
艶
書
恥
防
層
置
生
σ
q
。
ヨ
巳
8
り
く
。
轡
×
く
り
唱
」
榔
ふ
O
野

　
切
“
巳
腎
O
O
蟻
一
〇
①
　
O
騨
凶
ヨ
，
一
℃
O
℃
O
O
㊤
．
．
：
　
い
0
7
ヨ
騨
昌
鵠
”
ぐ
唄
騨
謬
0
5
」
）
牝
馬
O
馬
防
O
｝
帖
“
遵
鷺

　
　
　
載
恥
壕
映
軌
越
熾
偽
喰
馬
軋
“
｝
恥
e
O
趨
　
O
（
）
N
｝
袋
亀
6
騎
§
　
§
§
戚
§
疑
軌
偽
O
”
　
ω
け
鐸
汁
け
σ
q
P
円
伽
簡
　
口
。
］
W
O
I

　
　
　
層
一
一
ロ
　
　
一
り
ω
Q
Q
■

　
　
　
　
　
　
噛

　
○
…
．
．
（
U
O
血
一
〇
〇
　
》
に
ぴ
一
昌
二
一
　
扁
）
一
σ
σ
一
〇
、
　
O
『
僧
円
一
①
Q
O
　
円
’
　
（
㊦
α
．
）
．
　
韓
恥
鳳
O
腰
噛
＆
　
恥
恥
N
魯

　
　
　
窯
ミ
＆
§
ミ
註
§
Q
§
甲
O
o
§
亀
§
賦
N
鉢
鼠
p
α
嵩
α
噛
H
8
ω
¶

　
U
”
：
O
O
α
一
〇
Φ
　
混
一
〇
H
O
昌
什
一
画
O
、
．
；
　
一
）
一
σ
げ
一
〇
尋
　
0
7
麟
H
｝
O
ω
　
麟
昌
山
　
｝
壇
酔
げ
億
H
　
｝
・
　
○
．
．

　
　
　
｝
瓢
傷
㊦
同
ω
O
コ
”
句
、
O
唖
馬
書
試
凄
価
　
O
O
織
馬
上
㌦
　
O
馬
蕊
S
、
急
N
　
雲
向
鳳
O
ミ
　
職
馬
》
馬
　
§
噛
§
恥
防
黛

　
　
　
き
起
　
恕
貸
帖
遷
．
ω
P
瓢
鈴
9
哨
¢
層
H
Φ
α
O
I

　
ま
た
、
Ω
同
霧
㎝
℃
｝
0
7
嵩
b
d
魑
q
ミ
ミ
O
偽
O
§
ミ
G
ミ
魯
亀
§
恥
馬
O
O
恥
詩
舞
．
．
試
④

　
　
　
惹
8
レ
㊤
鍵

⑩
Ω
磐
曽
β

⑬
．
。
D
㊦
δ
さ
。
や

　
固
o
p
N
げ
鉱
N
o
霞
”

も
参
照
し
た
。

o
や
。
霊

O
一
酔
ご
　
窃
　
切
篇
ω
．

｝
O
鈴
函
二
目
5
．
．
（
W 　
○
「
餌
N
■
　
一
日
目
O
l
①
同
■

二
　
、
．
｛
U
O
一
¢
O
O
一
ひ
膨
　
伽
OO
O
O
ロ
椙
戸
Φ
＝
砕
O
ω
℃
ρ
｝
，
腰
一
2
『
口
し
噂
巳

　
　
　
ぢ
「
貯
留
蜜
薯
剛
8
．
．
辱
b
。
＜
鼠
ω
‘
客
禽
8
P
H
。
。
㎝
G
。
－
①
の
．
（
9
b
9
寅
ミ
と
略
）

　
　
　
緒
、
．
累
鐸
①
＜
ρ
O
O
一
①
O
O
一
ひ
昌
α
⑦
山
O
O
鎧
8
0
コ
け
O
ω
℃
僧
圏
ρ
．
｝
下
げ
一
ω
酔
O
ユ
㊤
O
Φ
旨
①
X
7

　
　
　
8
．
、
”
α
＜
9
ω
・
層
竃
曾
8
P
＄
。
。
？
り
・
。
．
（
≧
9
b
顧
蛍
ミ
と
略
）

⑫
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
モ
は
、
官
製
ナ
シ
．
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
曄
ア
ス
テ
カ
ニ
ス
モ
へ
の
偏

　
向
へ
と
組
織
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
U
O
O
コ
亀
℃
O
同
坐
＝
餌
”
　
蜜
一
σ
q
郎
㊦
一
鯖
　
卜
O
恥
．
誌
蕊
亀
偽
袋
O
向
　
§
娩
帖
“
a
嵩
O
勲
　
室
0
呂
陶
O
O
■
ド
㊤
刈
蒔
閣

　
　
．
電
．
O
ム
F

　
O
ρ
ω
O
層
跨
罵
O
翻
m
O
　
（
O
α
．
）
「
§
馬
O
戚
O
恥
機
淘
馬
恥
袋
ミ
象
恥
O
恥
恥
恥
、
掛
」
u
O
ミ
嵩
置
黛
　
緊
N
亀
帖
恥
㍗

　
　
　
蟻
篭
肋
畑
翁
　
恥
壽
　
ミ
賊
帖
偽
O
・
ン
幽
伽
区
凶
O
O
弓
　
H
㊤
“
劇
’

⑬
本
稿
で
は
以
下
の
土
着
史
料
を
利
用
。

　
〉
∴
、
隔
　
出
一
均
ゆ
叶
O
ユ
騨
畠
O
一
〇
ω
霞
O
二
一
〇
ρ
O
O
ω
℃
O
穏
ω
鋸
ω
℃
一
昌
酔
償
h
餌
ω
、
、
－
－
○
㊤
艮
げ
僧
曳
隊
嘲

　
　
　
》
コ
G
q
Φ
一
寓
騨
こ
　
§
O
恥
O
嵩
厭
黛
恥
襲
駅
馬
O
蔑
黛
恥
馬
N
O
硲
§
翌
帖
“
黛
嵩
O
雨
曝
W
鴨
馬
恥
§
鉢
い
鶏
匙
O
物

　
　
　
斜
馬
飼
h
．
馬
偽
N
O
㌶
§
窯
①
田
田
〇
〇
　
P
O
刈
G
Q
り
℃
℃
幽
さ
⊃
ω
一
④
①
・

　
切
”
竃
償
諏
O
N
　
O
帥
昌
μ
P
同
σ
q
O
唱
U
一
①
σ
q
O
、
　
ミ
山
師
O
騰
艦
黛
職
馬
　
§
窺
妓
偽
黛
馬
黛
．
　
O
信
ρ
α
即
一
ρ
一
ρ
憎
騨
噂

　
　
　
お
醤
．

　
O
”
0
7
一
ヨ
四
一
℃
騨
げ
凶
口
　
O
鐸
9
ロ
ゲ
け
一
〇
ザ
ロ
ρ
瓢
一
角
N
一
⇒
讐
　
o
Q
ρ
P
　
＞
口
伸
α
口
　
鎧
口
帥
ひ
昌
噛
　
淘
恥
N
騎
－

　
　
　
無
9
ミ
恥
O
唾
帖
恥
賊
遷
黛
鳶
匂
恥
馬
　
G
》
翁
詩
O
」
嚇
嵩
騎
ゆ
窪
ミ
嵩
馬
昏
窺
騎
y
ン
臼
ひ
諸
肖
O
O
”
一
Φ
⑦
9

　
U
騨
U
璋
巴
ど
司
冨
楼
U
冨
α
q
P
ミ
無
ミ
ミ
§
、
§
ぎ
§
禽
§
宅
§
ミ
a
肉
遭
ざ
⇒
轟

　
　
．
馬
ミ
翁
§
ミ
§
ミ
義
凄
§
馬
b
〈
駐
‘
毎
毎
幽
。
ρ
這
①
醐

　
団
”
ω
㊤
げ
固
σ
q
昏
昌
辱
司
H
騨
唄
　
田
M
W
㊦
噌
鄭
ρ
諮
α
帥
P
O
．
α
①
．
讐
　
ミ
肋
馬
O
憶
画
a
　
偽
馬
嵩
馬
唖
黛
N
　
織
馬
　
、
識
恥
　
O
O
l

　
　
　
軌
＆
砺
恥
恥
〉
ぶ
四
馬
q
犠
財
も
翁
論
袋
再
話
く
O
一
〇
n
；
　
鼠
①
×
一
〇
〇
．
日
㊤
①
り
．

　
以
上
の
．
う
ち
B
、
C
は
い
ず
れ
も
旧
費
族
の
子
孫
で
あ
り
、
前
者
が
ト
ラ
ス
カ

　
．
ラ
、
後
者
が
チ
ャ
ル
コ
の
低
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。
D
、
旦
は
宜
教
師
の
手
に

　
な
る
最
も
偉
大
な
歴
史
書
、
罠
族
誌
で
あ
り
、
完
全
に
土
着
史
料
と
み
な
し
う
る

　
程
、
メ
ヒ
コ
文
化
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
忠
実
で
あ
る
。
両
者
の
位
置
ず
け
に
関
し

　
　
て
は
、
M
・
ビ
ー
コ
ン
H
サ
ラ
ス
、
G
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
／
村
江
四
郎
訳
『
イ
ス

　
バ
ノ
ア
メ
リ
カ
文
化
史
』
東
京
、
一
九
七
三
年
、
九
四
…
九
六
頁
、
参
照
。
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「アステカ帝国」の成立過程（小林）

⑭
層
ナ
ワ
ト
ル
語
（
ア
ス
テ
カ
の
公
用
語
）
で
、
占
。
は
場
所
を
指
す
接
尾
辞
、
占
p

　
は
人
々
を
意
味
す
る
接
尾
辞
で
あ
る
。
メ
ヒ
カ
と
は
メ
ヒ
コ
（
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ

ン
目
ロ
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
）
に
本
拠
を
か
ま
え
る
部
族
を
さ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
メ
ヒ
コ
盆
地
に
お
け
る
三
都
市
同
盟
の
覇
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
コ
デ
ィ
セ
・
メ
ン
ド
シ
ノ
第
一
部
（
臨
〇
一
一
〇
一
l
H
O
Q
）
は
、
　
ア
ス
ト
ラ
ン
｝
N
匡
ρ
口
を
出
発
し
た
メ
ヒ
カ
冨
¢
×
8
伊
の
本
拠
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン

8
窪
○
○
げ
試
菖
碧
の
創
設
か
ら
、
　
ス
ペ
イ
ン
入
到
来
時
ま
で
の
メ
ヒ
カ
歴
代
痴
話
の
征
服
活
動
の
事
蹟
を
記
載
し
て
い
る
。
　
ア
カ
マ
ピ
チ
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

》
。
ρ
日
ρ
覧
。
門
崎
（
在
位
一
三
七
六
一
九
五
）
か
ら
モ
テ
ス
マ
ニ
世
銀
。
冨
N
口
日
建
（
×
。
8
団
。
け
N
冒
）
（
在
位
一
五
〇
三
－
二
〇
）
の
九
代
、
約
一
五
〇
年

間
に
メ
ヒ
カ
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
一
＝
五
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
原
本
は
不
明
で
あ
る
が
、
目
ρ
犀
。
＄
日
ρ
菖
と
い
わ
れ
る
王
統

記
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
メ
ヒ
カ
の
征
服
活
動
の
記
録
と
し
て
は
、
　
コ
デ
ィ
セ
・
チ
マ
ル
ポ
ポ
カ
O
o
象
。
Φ
○
げ
冒
巴
℃
○
℃
o
o
㊤
な
ど
い
く
つ
か
の

史
料
が
あ
る
。

　
コ
デ
ィ
セ
・
メ
ン
ド
シ
ノ
第
一
部
（
以
下
「
征
服
記
」
と
略
）
に
お
け
る
メ
ヒ
カ
の
征
服
活
動
は
、
次
の
よ
う
に
四
期
に
区
分
し
う
る
。

　
e
ア
カ
マ
ピ
チ
ト
リ
、
ウ
ィ
チ
リ
ウ
ィ
ト
ル
ロ
ニ
詳
遣
出
げ
巳
菖
（
在
位
一
三
九
六
一
一
四
一
七
）
、
チ
マ
ル
ポ
ポ
カ
O
焦
導
巴
℃
o
℃
o
o
騨
（
在
位
一
四

一
八
i
二
七
）
の
三
代
に
わ
た
る
テ
バ
ネ
カ
日
Φ
℃
目
口
①
＄
の
専
制
君
主
テ
ソ
ソ
モ
ク
8
①
N
◎
N
o
日
o
o
（
一
三
四
六
一
一
四
二
六
）
の
傭
兵
と
し
て
の
征

服
活
動
。

　
⇔
テ
バ
ネ
カ
の
軌
か
ら
の
脱
出
と
三
都
市
同
盟
に
よ
る
人
ピ
コ
盆
地
内
の
プ
エ
ブ
ロ
の
征
服
。
イ
ッ
コ
ア
ト
ル
H
訂
。
0
9
鉱
（
在
位
一
四
二
七
－

四
〇
）
の
一
代
で
ほ
ぼ
完
了
。

　
⇔
「
熱
帯
地
域
」
零
墨
蜜
O
巴
δ
導
①
へ
の
進
娼
。
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
凶
器
げ
逸
士
○
諾
。
讐
日
ρ
（
在
位
一
四
四
一
一
六
九
）
、
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト

ル
》
×
我
ρ
雷
瓢
（
在
位
一
四
六
九
－
八
…
）
お
よ
び
テ
ィ
ソ
ク
盛
N
o
o
（
在
位
【
四
八
「
1
八
六
）
の
三
代
で
、
中
央
高
原
鼠
①
舞
O
霧
雲
巴
の
制
圧

と
熱
帯
地
域
へ
の
遠
征
と
そ
の
拠
点
の
確
保
が
行
な
わ
れ
る
。
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「アステカ帝国」の成立過程（小林）

　
㈲
大
拡
張
期
。
ア
ウ
ィ
ツ
ォ
ト
ル
》
げ
巳
誌
。
爲
（
在
位
一
四
八
六
i
一
五
〇
二
）
、
モ
テ
ス
マ
ニ
世
に
よ
る
ト
ト
ナ
カ
地
方
日
0
8
昌
ρ
0
9
菖
巴
＝
、

ミ
ス
テ
カ
地
方
寒
け
§
け
霞
・
ア
ナ
ワ
ク
勢
ぎ
ぎ
要
地
へ
の
本
格
的
な
奮
が
行
な
わ
れ
る
・
（
図
・
参
照
）

　
　
　
【
　
一
五
世
紀
前
半
の
メ
ヒ
コ
盆
地
の
状
況

　
（
　
一
二
世
紀
末
の
ト
ル
テ
カ
目
。
犀
①
8
の
崩
壊
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
チ
チ
メ
カ
地
方
○
匡
。
措
置
Φ
。
斜
窪
鉱
嬬
か
ら
非
農
耕
部
族
が
、
中
央
高
原

に
侵
入
し
た
。
ト
ル
テ
カ
の
本
拠
ト
ー
ラ
目
巳
ρ
が
放
棄
さ
れ
た
一
因
と
し
て
、
乾
燥
化
の
進
行
に
よ
る
農
耕
可
能
地
の
縮
少
i
南
下
が
指
摘

　
　
　
　
④

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
メ
ヒ
コ
盆
地
に
侵
入
し
た
非
農
耕
部
族
の
い
く
つ
か
は
、
ト
ル
テ
カ
の
農
耕
民
を
基
盤
と
し
て
、
自
ら
を
ト
ル
テ
カ

の
王
統
の
後
継
老
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
鍾
ト
ル
テ
カ
系
の
プ
エ
ブ
ロ
で
あ
る
。
メ
ヒ
コ
盆
地
に
は
五
の
亜
ト
ル
テ
カ

系
プ
エ
ブ
ロ
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
創
設
年
度
順
に
挙
げ
る
と
、
ω
チ
ャ
ル
コ
湖
の
島
に
定
着
し
た
シ
コ
区
冒
。
、
②
ソ
チ
ミ
ル
コ
湖
の
北
岸
の
コ
ル
ワ
カ
ン
O
O
ヨ
ロ
ρ
。
ρ
⇒
、

㈲
テ
ス
コ
コ
湖
西
岸
の
ア
ス
カ
ポ
ッ
ア
ル
コ
跨
N
。
ρ
℃
o
欝
巴
8
、
を
中
心
と
す
る
テ
バ
ネ
カ
↓
Φ
唱
ρ
ロ
①
。
ρ
、
ω
シ
ャ
ル
ト
カ
ン
湖
の
島
に
定
着
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
シ
ャ
ル
ト
カ
ン
×
鉱
8
。
霞
、
㈲
テ
ス
コ
コ
湖
東
岸
の
テ
ス
コ
コ
8
0
×
o
o
8
を
中
心
と
す
る
ア
コ
ル
ワ
カ
ン
跨
o
o
臣
墨
。
露
で
あ
る
。

　
ま
た
メ
ヒ
コ
盆
地
の
南
部
に
は
、
ソ
チ
ミ
ル
カ
図
o
o
臨
臼
陣
♂
僧
、
チ
ャ
ル
カ
○
げ
巴
8
と
い
う
農
耕
部
族
が
栄
え
て
い
た
。
も
っ
と
も
遅
れ

て
メ
ヒ
コ
盆
地
に
到
着
し
た
の
が
、
　
メ
ヒ
ヵ
鼠
Φ
臨
8
で
あ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
　
＝
一
四
八
年
に
メ
ヒ
コ
盆
地
の
北
部
の
ツ
ォ
ン
パ
ン
コ

日
N
。
轄
§
に
侵
入
し
・
流
浪
の
末
テ
ス
コ
義
中
の
島
へ
定
着
し
；
西
五
年
に
テ
ノ
チ
テ
・
ト
ラ
ン
を
建
設
し
た
し
い
む
れ
軸

　
こ
う
し
た
メ
ヒ
コ
盆
地
の
諸
プ
エ
ブ
ロ
に
政
治
的
統
一
性
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
テ
バ
ネ
カ
の
昼
鳶
ア
ス
カ
ポ
ツ
ァ
ル
コ
の
専
制
君
主
テ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ソ
モ
ク
で
あ
る
。
メ
ヒ
カ
の
第
二
代
領
主
ウ
ィ
チ
リ
ウ
ィ
ト
ル
は
、
テ
バ
ネ
カ
と
姻
族
関
係
を
結
び
、
軍
事
的
な
奉
仕
を
し
た
。
彼
の
治
世
に

征
服
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
と
し
て
、
ア
コ
ル
ワ
カ
ン
の
プ
エ
ブ
ロ
や
シ
ャ
ル
ト
カ
ン
、
チ
ャ
ル
コ
な
ど
が
あ
る
の
は
、
テ
ソ
ソ
モ
ク
の
軍
団
の
一

員
と
し
て
メ
ヒ
カ
が
征
服
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ヒ
コ
盆
地
の
有
力
プ
エ
ブ
ロ
の
多
く
は
テ
ス
コ
コ
湖
岸
に
立
地
す
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
注
ぐ
河
に
沿
っ
た
所
に
立
地
し
て
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「アステカ帝国」の成立過程（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
た
。
　
（
図
2
）
そ
し
て
チ
ナ
ン
パ
耕
作
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
地
区
灌
概
a
珍
鼠
3
ヨ
お
欝
窪
8
に
よ
っ
た
生
産
性
の
高
い
農
耕
に
よ
っ
て
ト
ウ
モ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

コ
シ
、
豆
、
チ
ア
O
げ
型
あ
る
い
は
ウ
ァ
ウ
ト
リ
国
g
窪
げ
慈
と
い
っ
た
主
穀
作
物
を
栽
培
し
て
い
た
。
し
か
し
、
第
四
紀
以
降
乾
燥
化
が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
た
た
め
テ
ス
コ
コ
湖
は
内
陸
排
水
湖
化
し
鍼
湖
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
テ
ス
コ
コ
湖
は
標
高
約
二
一
〇
〇
m
の
位
置
に
あ
り
、
寒
冷
な
気

候
で
あ
り
い
わ
ゆ
る
8
δ
旨
ρ
囲
噌
昼
の
土
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
木
綿
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
五
世
紀
ま
で
は
、
マ
ゲ
イ
の
繊
維
で
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
た
衣
服
を
着
用
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
テ
ス
ロ
コ
湖
中
の
小
島
に
定
着
し
た
メ
ヒ
カ
は
、
軍
事
的
に
は
安
全
で
あ
っ
て
も
常
に
人
口
過
剰
に
悩
ま
さ
れ
た
と

い
え
る
。
チ
ナ
ン
パ
方
式
に
よ
る
耕
地
・
居
住
地
拡
大
も
十
分
な
解
決
で
は
な
か
っ
た
。
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
の
双
子
都
市
と
も
い
え
る
ト
ラ

テ
ロ
ル
コ
目
暮
9
0
ざ
。
は
、
カ
ヌ
；
に
よ
る
湖
上
輸
送
と
い
う
利
点
に
よ
っ
て
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
商
業
的
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
　
一
方
、

テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
に
依
拠
す
る
メ
ヒ
カ
は
、
初
代
領
主
ア
カ
マ
ピ
チ
ト
リ
を
コ
ル
ワ
カ
ン
か
ら
迎
え
、
二
代
領
主
ウ
ィ
チ
リ
ウ
ィ
ト
ル
は
熱

帯
地
域
の
ク
ァ
ウ
ナ
ワ
ク
の
領
主
の
娘
を
妃
と
す
る
な
ど
姻
族
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
位
置
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
第
三
代
チ
マ
ル
ポ
ポ
カ
は
、
ア
ス
カ
ポ
ツ
ァ
ル
コ
の
単
な
る
封
臣
で
し
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ヨ
ア
カ
ソ
O
o
楼
。
霧
睾
の
暴
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

マ
シ
ュ
ト
ラ
ト
ン
鼠
ρ
×
¢
縁
。
昌
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
プ
エ
ブ
ロ
は
チ
ャ
ル
コ
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
テ
バ
ネ

カ
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
・
メ
ヒ
カ
は
木
筆
品
を
ア
パ
ネ
カ
に
貢
納
し
て
い
た
と
い
抽

　
　　
二
三
都
市
同
盟

　
（
　
第
四
代
イ
ッ
コ
ア
ト
ル
を
軍
事
総
司
令
宜
と
し
て
、
メ
ヒ
カ
は
ア
ス
カ
ポ
ツ
ァ
ル
コ
を
一
四
二
九
年
に
征
服
し
た
。
翌
年
、
テ
バ
ネ
カ
の
ト

ラ
コ
パ
ン
臼
冨
。
o
℃
越
お
よ
び
ク
ィ
ト
ラ
ワ
ク
O
巳
野
鶏
舞
。
の
領
主
と
同
盟
を
結
び
ソ
チ
ミ
ル
カ
を
征
服
し
た
。
そ
し
て
一
四
三
一
年
ア
コ

ル
ワ
カ
ン
の
テ
ス
コ
コ
と
も
同
盟
を
結
ぶ
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
三
都
市
同
盟
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
一
種
の
軍
事
同
盟
で
あ
っ
た
。
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
、
テ
ス
コ
コ
、
ト
ラ
コ
パ
ン
の
領
主
梢
互
は
対
等
の
関
係
を
持
ち
他
者
を
支
配

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
か
が
攻
撃
を
受
け
た
時
は
、
他
の
二
者
が
支
援
す
る
と
い
う
同
盟
で
あ
り
、
共
通
の
神
と
し
て
軍
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⑮

神
ウ
ィ
チ
戸
ポ
チ
ト
リ
国
巳
言
ロ
○
℃
o
o
げ
け
㍑
を
祭
祀
し
た
。

　
こ
う
し
た
同
盟
の
も
と
で
、
メ
ヒ
カ
は
コ
ヨ
ア
カ
ソ
、
ミ
ス
ク
ィ
ク
嵐
冒
論
巳
。
、
ク
ィ
ト
ラ
ワ
ク
、
ソ
チ
ミ
ル
コ
と
い
っ
た
メ
ヒ
コ
盆
地
南

部
の
淡
水
湖
ソ
チ
ミ
ル
コ
湖
、
チ
ャ
ル
コ
湖
岸
の
豊
か
な
穀
倉
地
帯
、
い
わ
ゆ
る
チ
ナ
ン
パ
耕
作
地
帯
の
プ
エ
ブ
ロ
を
次
々
に
征
服
し
て
い

く
。　

こ
う
し
て
征
服
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
の
土
地
は
、
メ
ヒ
コ
王
室
の
土
地
と
さ
れ
貢
納
が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
征
服
活
動
で

功
績
の
あ
っ
た
貴
族
、
戦
士
た
ち
に
土
地
と
貢
納
の
分
割
給
付
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ス
カ
ポ
ツ
ァ
ル
コ
征

服
後
、
ト
ラ
カ
エ
レ
ル
8
ド
。
鉱
9
に
は
一
〇
ス
エ
ル
タ
（
一
一
〇
〇
㎏
）
、
有
力
貴
族
に
は
各
二
～
三
ス
エ
ル
タ
、
ま
た
戦
争
に
お
い
て
活

躍
し
た
バ
リ
オ
σ
銭
。
に
は
・
そ
の
稀
行
事
の
た
め
に
と
三
田
ル
タ
が
与
え
ら
れ
た
と
い
掴
こ
の
土
地
婆
邑
錐
と
呼
ば
れ
・
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

服
さ
れ
た
土
地
の
三
分
の
一
が
そ
れ
に
充
て
ら
れ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
こ
う
し
た
征
服
か
ら
三
都
市
同
盟
の
傘
下
へ
の
編
入
の
過
程
を
チ
ャ
ル
カ
に
つ
い
て
み
よ
う
。
チ
ャ
ル
カ
は
テ
バ
ネ
カ
の
支
配
も
排
撃
し
、

メ
ヒ
カ
に
対
し
て
も
一
四
四
五
年
か
ら
二
〇
年
に
わ
た
る
抵
抗
戦
を
続
け
て
い
る
。
チ
ャ
ル
カ
は
一
二
世
紀
中
頃
に
、
メ
ヒ
カ
盆
地
の
南
西
部

チ
ャ
ル
コ
湖
南
岸
か
ら
ポ
ポ
カ
テ
ペ
ト
ル
山
国
。
o
α
Φ
℃
○
℃
o
。
暮
。
も
Φ
自
の
西
山
麓
に
移
住
定
着
し
た
と
い
わ
れ
る
。
五
つ
の
氏
族
が
一
一
の

主
邑
に
割
拠
し
、
連
合
に
よ
っ
て
チ
ャ
ル
コ
の
国
○
悶
巴
。
身
。
鵠
を
構
成
し
て
い
た
。

　
こ
の
チ
ャ
ル
コ
の
一
高
邑
8
冨
8
0
げ
。
巴
o
o
O
げ
巴
o
o
の
8
Φ
℃
Φ
げ
轟
な
騨
ロ
に
対
し
て
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
は
一
四
四
五
年
に
、
神
殿
建
設
に
使

う
材
木
を
貢
納
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
。
こ
れ
が
拒
否
さ
れ
た
た
め
メ
ヒ
カ
は
チ
ャ
ル
カ
に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
た
。
一
四
五
一
－
五
四
年
の

凱
饅
、
疫
病
の
流
行
に
よ
り
疲
弊
し
た
チ
ャ
ル
コ
地
方
は
、
次
第
に
劣
勢
と
な
り
、
一
四
五
九
年
に
8
巨
日
窪
巴
8
の
領
主
が
降
伏
し
た
。

そ
し
て
戦
線
は
チ
ャ
ル
コ
全
域
に
拡
大
し
、
一
四
六
五
年
に
八
名
の
軍
事
司
令
官
が
投
降
し
、
二
〇
年
に
及
ぶ
戦
争
状
態
に
終
止
符
が
打
た
れ

る
。
領
主
の
一
部
は
ウ
ェ
シ
ョ
チ
ン
コ
団
器
図
。
欝
営
8
へ
亡
命
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
以
後
、
二
二
年
間
、
領
主
が
不
在
と
な
る
。
一
四
七
九
年
に
、
同
衆
ヨ
窪
駄
8
と
掛
ヨ
騨
ρ
β
Φ
ヨ
①
＄
の
貴
族
が
メ
ヒ
カ
の
都
で
服
属
を
意
味
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購

す
る
舞
を
奉
納
し
、
メ
ヒ
カ
領
主
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
の
悟
入
の
下
帯
な
ど
を
下
賜
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
翌
年
、
チ
ャ
ル
コ
の
土
地
ヘ
メ
ヒ
カ
領

主
の
小
作
人
が
入
植
し
図
。
。
o
図
。
淳
①
唱
①
。
、
○
斗
。
註
。
℃
ρ
⇒
の
エ
ス
タ
ン
シ
ァ
が
成
立
す
る
。
一
四
八
二
年
に
は
大
神
殿
建
設
用
の
材
木
を
労
働

奉
仕
に
よ
っ
て
切
り
出
し
て
い
る
。

　
チ
ャ
ル
コ
地
方
の
治
安
維
持
、
統
治
の
た
め
に
は
、
メ
ヒ
カ
の
軍
事
的
統
治
者
○
蝦
碧
げ
菖
箕
o
ρ
器
が
》
巴
謬
器
旨
①
o
餌
、
目
巴
日
三
巴
o
O
、

目
Φ
昌
露
。
◎
、
8
①
唱
。
℃
美
身
ロ
、
×
o
。
ぼ
ヨ
蔚
。
、
O
ピ
ヨ
鍼
げ
煽
ρ
8
ロ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
四
八
六
年
に
は
テ
ィ
ソ
ク
に
よ
っ
て
旧
領

主
権
の
復
活
が
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
こ
の
よ
う
に
征
服
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
は
貢
納
・
労
働
奉
仕
と
い
う
か
た
ち
で
三
都
市
同
盟
の
支
配
下
に
入
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
メ
ヒ
カ
の

第
三
期
の
征
服
活
動
に
は
、
同
盟
軍
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
。
こ
う
し
て
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
諸
プ
エ
ブ
ロ
は
、
三
都
市
同
盟
の
支
配
領
域
の

中
核
地
域
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

「アステカ帝国」の成立過程（小林）

①
厳
密
に
言
え
ば
、
時
。
臨
o
H
皆
山
。
。
鴨
は
本
来
第
二
部
に
編
集
さ
れ
る
べ
き
も
の

　
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
フ
ォ
リ
オ
は
第
二
部
の
原
典
と
見
倣
さ
れ
て
い
る

　
貢
納
表
鑑
暮
島
。
巳
ρ
畠
0
8
瓢
ぴ
暮
。
頓
の
第
一
葉
と
同
｝
で
あ
る
。

　
切
ρ
菖
。
ぎ
国
。
び
①
昏
顕
己
§
馬
肉
逡
馬
ミ
監
駄
燥
ぎ
肉
ミ
愚
一
越
駄
馬
ぎ
O
o
ミ
帖
§
§
一

　
ミ
§
い
同
σ
o
目
。
跨
目
。
覧
8
昌
ρ
賭
9
卜
◎
◎
。
．
切
賃
犀
①
剛
。
鴇
騨
二
巴
U
o
ω
》
昌
α
q
巴
①
。
α
”

　
　
お
劇
P
℃
や
這
①
ふ
。
。
．

　
N
騨
暮
ξ
二
ぎ
幻
■
鋭
鑓
．
く
麟
戸
噂
．
、
U
麟
。
お
帥
鼠
鑓
。
ぶ
昌
山
①
o
都
8
σ
q
口
塞
巳
。
δ
コ
⑦
。
・

　
p
簿
o
o
霧
”
錫
コ
騨
鵠
露
Φ
〈
麟
一
暮
。
『
箕
の
富
。
δ
昌
山
①
ざ
㎝
｛
o
H
δ
ω
μ
智
∴
◎
。
増
山
①
一

　
　
〇
〇
象
8
客
g
飢
o
o
ぎ
。
．
．
℃
、
o
ミ
鳶
ミ
§
ミ
的
。
翫
ミ
臥
譜
恥
鼠
ミ
ミ
詩
§
譜
鷺
防
層

　
8
0
ヨ
。
ピ
く
H
（
お
＄
ソ
℃
や
ば
㊤
ふ
ρ

②
　
第
九
代
モ
テ
ス
マ
ニ
世
の
綴
り
は
種
々
あ
る
が
（
蜜
。
言
爵
。
N
o
ヨ
斜
竃
。
言
2
－

　
N
o
導
P
寓
9
0
2
讐
ヨ
P
簿
。
噛
）
、
本
稿
で
は
あ
え
て
統
一
せ
ず
出
典
の
綴
り
に
従

　
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
モ
テ
ク
ス
マ
と
記
す
例
が
多
い
。
な
お
、
そ
の
他
の
人
名
、
地

　
名
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

③
ア
ナ
ワ
ク
と
は
、
ナ
ワ
ト
ル
語
で
「
水
辺
」
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
は
、
テ

　
ス
コ
コ
湖
周
囲
の
地
方
を
さ
す
こ
と
と
、
メ
ヒ
ロ
湾
岸
の
南
部
を
さ
す
こ
と
が
あ

　
る
。
本
稿
で
は
、
後
者
を
さ
す
こ
と
に
す
る
。

　
ω
p
げ
p
α
q
島
P
o
や
9
叶
‘
8
0
日
o
H
H
目
噛
℃
や
Q
。
幽
Q
。
ム
ρ

④
　
一
〇
世
紀
と
一
六
世
紀
に
お
け
る
農
耕
可
能
地
帯
の
北
限
は
、
緯
度
に
し
て
約

　
三
度
も
差
が
あ
る
。
こ
の
前
線
の
北
側
が
　
般
に
チ
チ
メ
カ
の
土
地
。
ぼ
邑
①
o
？

　
氏
巴
嵩
1
1
非
農
耕
遊
牧
狩
猟
民
の
土
地
と
い
わ
れ
た
。

　
》
「
日
一
＝
斜
ρ
勺
O
山
【
P
軋
．
目
げ
①
諺
ユ
山
男
目
O
昌
岱
①
H
O
｛
冨
Φ
甑
O
ρ
ロ
O
ぞ
自
一
N
P
葺
O
口
．
、

　
　
寄
§
嵩
§
畿
ミ
携
駄
馬
ぎ
さ
ミ
ぎ
二
目
ら
＆
恥
§
蔓
駄
砺
9
§
聴
”
o
Q
o
ユ
。
鵠
閣

　
く
。
目
ω
①
（
お
①
り
）
”
℃
や
8
圃
1
ざ
躰
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
Q
Q
9
昌
自
。
遷
噂
♂
＜
…
零
雨
8
〔
ド
昌
畠
ゆ
窺
ぴ
ρ
嵩
回
勺
ユ
8
雪
旨
富
砺
。
§
嵩
ミ
篤
ミ
℃
↓
ぎ

　
塑
。
、
ミ
軌
§
鼠
騎
9
ミ
翻
ミ
、
軌
§
■
冥
Φ
毛
団
。
甚
陶
お
①
G
。
噂
唱
や
ω
？
c
。
蒔
■
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⑤
　
〆
＜
o
犀
。
や
9
f
℃
や
お
Q
o
も
野

⑥
6
0
臼
8
．
．
》
害
旦
℃
や
ド
。
。
ふ
ド
Ω
騨
二
げ
亀
噂
。
℃
．
9
仲
‘
℃
や
島
一
連
■

　
　
O
鉱
き
巴
℃
巴
臥
P
℃
℃
．
譲
－
刈
羽
．

　
　
テ
／
チ
テ
ィ
．
ト
ラ
γ
の
創
設
年
に
つ
い
て
は
、
　
＝
鳳
二
五
年
、
　
＝
二
四
五
年
・
の

　
二
説
が
あ
る
。
．
コ
デ
噂
セ
．
・
．
ア
ウ
ビ
ン
は
、
内
メ
ヒ
カ
が
依
然
と
し
て
一
三
六
二
年

　
頃
も
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
刀
．

⑦
．
．
Ω
凱
筥
巴
℃
㊤
讐
F
o
賢
9
叶
‘
℃
，
H
O
ρ

⑧
チ
ナ
ソ
バ
は
一
般
に
「
浮
き
菜
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は

　
湿
地
に
縦
横
に
水
路
を
め
ぐ
ら
し
排
水
機
能
を
増
す
と
同
時
に
、
側
壁
を
御
な
ど

　
で
保
護
し
古
せ
つ
し
た
泥
土
を
積
み
あ
げ
て
耕
地
を
造
る
一
種
の
干
拓
で
あ
る
。

　
メ
ヒ
コ
盆
地
南
部
の
ソ
チ
ミ
．
ル
コ
、
．
チ
ャ
ル
コ
湖
、
テ
ス
コ
コ
湖
西
半
に
あ
っ
た
。

　
主
と
し
て
疏
菜
が
栽
培
さ
れ
た
。

　
≦
ご
冨
ざ
緊
○
円
ヨ
ρ
『
い
・
．
㊤
⇒
α
O
自
」
二
〇
Q
α
O
・
陰
口
騨
畠
ρ
、
、
国
一
下
襲
げ
≡
一
〇
α
Φ
貯
ω

　
　
Ω
瓢
帥
訂
ρ
§
℃
㊤
ω
、
．
ミ
落
ミ
職
“
匿
§
ミ
鳶
ミ
N
壽
“
o
ミ
筒
ミ
涛
き
鳶
暴
く
。
一
．
お

　
　
（
6
Q
。
㊤
Y
℃
や
Q
。
Q
ゆ
る
①
■

　
O
o
ρ
嵐
8
ゴ
帥
巳
U
ご
、
．
円
ゴ
Φ
〇
三
ロ
ρ
ヨ
℃
p
。
・
o
団
蜜
。
滋
o
o
．
、
層
い
職
馬
ミ
慧
ら
鼠
ミ
罵
噛
、
㍗

　
　
ミ
詳
く
o
H
b
o
二
（
お
忠
）
翼
9
一
「
℃
℃
．
¢
O
I
り
◎
◎
．

　
O
巴
器
ぎ
国
α
需
p
乙
燭
’
、
．
、
o
Q
Φ
離
δ
ヨ
㊦
磨
け
℃
p
ヰ
ゆ
ヨ
9
福
屋
〇
三
旨
ρ
旨
℃
ρ
》
σ
q
弓
学

　
　
o
巳
葺
器
暮
目
。
昌
o
o
プ
江
二
ρ
ロ
．
、
、
箆
§
ミ
詩
§
“
込
ミ
耐
ミ
熔
層
ぐ
9
．
巽
（
H
㊤
謡
）
噛

　
客
9
押
唱
や
お
膳
ゐ
δ
．

　
　
張
賢
均
「
申
米
都
市
文
明
発
展
の
基
盤
－
文
化
生
態
学
的
一
考
察
一
」
、
『
民
族

　
学
研
究
』
、
第
三
六
巻
三
号
、
一
九
七
一
年
、
二
三
七
一
五
二
頁
。
　
　
　
．

⑨
単
一
の
プ
エ
ブ
ロ
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
ざ
。
巴
埣
ユ
σ
q
簿
δ
口
よ
り
進
展
し

　
　
た
部
族
領
域
単
位
の
灌
概
で
あ
る
。

　
≦
o
罫
国
ユ
。
国
’
p
ロ
山
》
ロ
σ
q
£
娼
巴
。
『
ヨ
船
、
．
H
瑳
蹄
σ
q
暮
6
喘
ぎ
け
プ
o
o
置
諺
o
o
7

　
　
ゲ
広
ρ
U
O
ヨ
P
ヨ
’
竃
O
臨
8
讐
．
”
碕
O
ミ
》
§
跨
§
、
畿
㍉
O
鴨
§
§
N
＆
眺
ミ
ミ
愚
ミ
零
b

　
　
＜
o
一
．
に
（
δ
ゆ
Q
o
）
’
℃
や
ト
ニ
①
0
－
c
Q
一
■
．

⑩
チ
ア
は
サ
ル
ビ
ア
科
、
ウ
ァ
ウ
ト
リ
は
ア
マ
ラ
ソ
ス
の
一
種
の
栽
培
植
物
で
そ

　
の
種
子
を
食
用
と
し
た
。
前
者
は
清
涼
剤
と
し
て
、
後
者
は
そ
れ
と
岡
時
に
春
先

　
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
端
境
期
食
料
だ
っ
．
．
允
。

⑰
　
第
三
紀
末
期
の
湖
水
位
は
標
高
八
二
二
五
〇
m
で
、
．
北
西
の
ト
ー
ラ
川
に
注
い
．

　
で
い
た
。
．
．
．

⑫
ω
多
お
雪
”
．
o
や
葺
‘
↓
。
導
。
H
H
押
や
臼
⑦
，

⑬
〇
三
白
鉱
℃
p
三
p
o
や
轟
4
唱
」
り
ρ

⑭
　
鼠
Φ
ヨ
・

⑯
囲
ぼ
ρ
℃
．
お
。
。
讐
U
霞
嘗
匂
。
℃
．
鼻
‘
目
。
ヨ
。
b
。
層
や
お
P

⑯
H
玄
山
‘
8
0
ヨ
。
b
。
．
隠
●
。
。
切
レ
O
や
O
b
。
レ
ぱ
●

　
　
こ
う
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
私
的
な
領
有
地
の
耕
作
は
、
奴
隷
に
よ
っ
て
お
こ

　
な
わ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
従
来
ど
お
り
平
民
蜜
p
o
o
げ
β
a
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、

　
生
産
物
の
貢
納
先
が
変
更
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
メ
ヒ
コ
王
室
の

　
土
地
に
は
、
隷
農
が
入
植
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
図
2
に
み
ら
れ
る
メ
ヒ
コ
の
エ

　
ス
タ
ソ
シ
ァ
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
過
程
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
嵐
。
話
8
噛
竃
ρ
ロ
器
｝
ン
8
卜
＆
．
O
蒔
§
職
器
騒
q
轟
℃
o
、
ミ
ミ
黛
¢
o
職
＆
N
§
、
禽

　
　
眺
無
象
蕊
’
目
伽
筏
o
P
δ
『
封
喝
や
心
㎝
ム
Q
Q
・

⑰
囲
玄
畠
二
唱
』
？
巽

⑱
〇
三
ヨ
巴
智
三
p
。
や
。
蒼
℃
℃
」
り
？
b
。
悼
P

⑲
統
治
．
支
配
の
形
態
は
、
…
様
で
は
な
く
服
属
忠
誠
の
度
合
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。

　
第
五
章
三
節
参
照
。

　
擁
9
質
9
．
諺
ロ
山
『
傍
儀
。
こ
、
．
図
㊦
貯
。
δ
昌
ω
o
σ
話
ご
O
o
ロ
ρ
三
ω
3
…
山
Φ
窯
O
軋
8
．
、

　
　
Ω
b
．
蛍
』
野
目
。
導
。
囲
H
り
唱
や
霧
戸
一
①
b
o
・

　
認
。
『
o
⇒
◎
o
や
9
賞
℃
や
8
1
鐙
◆
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「アステカ帝剛の成立過程（小林）

三
　
「
熱
帯
地
域
」
へ
の
征
服

　
メ
ヒ
カ
の
第
三
期
の
征
服
活
動
は
メ
ヒ
コ
盆
地
に
お
け
る
三
都
市
同
盟
の
覇
権
確
立
と
と
も
に
開
始
さ
れ
る
。
寒
冷
地
域
で
あ
る
メ
ヒ
コ
盆

地
は
貴
族
階
級
の
必
需
品
と
さ
れ
て
い
る
木
綿
の
栽
培
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
従
来
、
こ
う
し
た
必
要
物
資
は
交
易
、
あ
る
い
は
姻
族
同
盟
を

利
用
し
て
メ
ヒ
コ
盆
地
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
メ
ヒ
カ
の
征
服
は
、
こ
の
よ
う
な
必
要
物
資
を
確
保
す
る
た
め
に
交
易
圏
の
拡
大
と
掌
握
、

さ
ら
に
そ
の
生
産
地
の
直
接
的
支
配
を
め
ざ
し
た
経
済
的
動
機
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

　
既
に
イ
ッ
コ
ア
ト
ル
在
位
中
に
、
ソ
チ
ミ
ル
カ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ア
フ
ス
コ
山
地
南
麓
の
ク
ァ
ウ
ナ
ワ
ク
、
×
貯
算
①
娼
Φ
○
を
経
て
、
ゲ
レ

伊
州
の
ウ
イ
ツ
コ
山
地
周
辺
の
コ
ウ
イ
ス
カ
O
O
口
気
。
ρ
の
土
地
へ
と
侵
攻
が
始
ま
っ
て
い
る
。
チ
ャ
ル
カ
に
対
し
て
メ
ヒ
カ
が
執
拗
に
征
服
活

動
を
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
熱
帯
地
域
へ
至
る
最
良
の
ル
…
ト
を
掌
中
に
納
め
る
意
図
が
あ
っ
た
。
三
千
m
を
越
え
る
火
山
群
で
遮
ぎ
ら

れ
た
メ
ヒ
コ
盆
地
に
あ
っ
て
、
チ
ャ
ル
コ
粛
部
の
峠
は
二
五
〇
〇
m
ほ
ど
で
あ
り
、
メ
ヒ
カ
が
直
接
熱
帯
地
域
に
近
ず
く
た
め
に
は
絶
好
の
位

置
で
あ
っ
た
。

　
　
　
一
　
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
征
服

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
在
位
し
た
三
〇
年
間
に
お
い
て
、
メ
ヒ
カ
は
数
多
く
の
プ
エ
ブ
ロ
を
征
服
す
る
。
征
服
記
に
よ
る
と
、
コ
デ
ィ
セ
・
メ

ン
ド
シ
ノ
第
二
部
の
貢
納
表
に
あ
る
三
八
地
区
の
主
邑
と
仮
定
し
た
プ
エ
ブ
ロ
の
約
半
数
を
征
服
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
四
五
〇
年
に
、
テ
ス
コ
コ
領
主
ネ
サ
ワ
ル
コ
ヨ
ト
ル
翼
①
鐸
げ
郎
巴
o
o
閑
。
菖
（
在
位
一
四
｝
入
i
七
ご
）
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
ト
ラ
ン
シ
ン
コ

は
、
北
東
方
面
へ
の
進
出
の
前
哨
基
地
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ト
ラ
バ
コ
ヤ
ン
日
冨
℃
碧
○
図
導
、
ト
ラ
ト
ラ
ウ
ク
ィ
テ
ペ
ク
6
ご
捷
き
げ
ゆ
乱
富
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

℃
①
o
を
征
服
し
、
　
メ
ヒ
コ
湾
岸
の
ト
ト
ナ
カ
地
方
に
ま
で
進
出
す
る
。
　
一
方
、
、
チ
ャ
ル
コ
か
ら
ポ
ポ
カ
テ
ペ
ト
ル
山
南
麓
の
ト
ラ
ル
ゥ
ィ
カ

↓
軍
臣
乱
＄
地
方
を
征
服
し
、
中
央
高
原
の
南
縁
沿
に
も
メ
ヒ
コ
湾
岸
へ
至
る
。

　
特
に
後
者
の
ル
ー
ト
は
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
諸
プ
エ
ブ
p
の
隊
商
の
主
要
な
交
易
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
た
プ
エ
ブ
ロ
の
征
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服
の
多
く
は
、
メ
ヒ
コ
を
始
め
と
す
る
中
央
高
原
の
商
人
の
安
全
が
脅
さ
れ
た
こ
と
を
口
実
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
エ
ブ
ロ
は
、

メ
ヒ
コ
湾
岸
あ
る
い
は
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
地
峡
、
オ
ア
バ
カ
高
原
な
ど
と
中
央
高
原
と
の
交
易
の
中
継
地
、
物
資
の
集
散
地
の
中
心
と
し
て
商
業

的
、
軍
事
的
な
観
点
か
ら
も
、
メ
ヒ
カ
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
・
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
μ
の
領
主
は
市
場
を
開
設
し
、
そ
こ
で
中

央
高
原
の
商
人
が
熱
帯
地
域
の
産
物
を
手
に
入
れ
て
い
た
。
カ
カ
オ
、
グ
ラ
ナ
、
染
料
、
高
価
な
羽
毛
飾
付
の
衣
服
、
金
銀
細
工
、
装
身
具
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ど
が
持
ち
か
え
ら
れ
て
い
た
。

　
い
く
つ
か
の
喜
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
テ
ペ
ア
凶
日
Φ
℃
＄
o
㊤
が
メ
ヒ
カ
、
テ
ス
コ
コ
、
テ
バ
ネ
カ
の
商
人
を
殺
害
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
た
メ
ヒ
カ
は
テ
ペ
ア
カ
領
主
の
0
9

唄
9
0
侮
Φ
に
対
し
て
使
節
を
送
っ
て
服
属
を
勧
告
し
た
。
振
否
さ
れ
た
た
め
テ
ス
コ
コ
、
ソ
チ
ミ
ル
コ
、
コ
ル
ワ
カ
ン
、
チ
ャ
ル
コ
、
ク
ィ
ト
ラ

ワ
ク
、
コ
ヨ
ア
カ
ソ
、
ア
ス
カ
ポ
ツ
ァ
ル
コ
と
と
も
に
軍
隊
を
送
り
テ
ペ
ア
カ
を
征
服
し
た
。
テ
ペ
ア
カ
は
メ
ヒ
カ
へ
の
服
属
を
宣
誓
し
、
い

け
に
え
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
モ
テ
ク
ソ
マ
、
ト
ラ
カ
エ
レ
ル
お
よ
び
最
高
評
議
会
の
四
人
を
含
め
メ
ヒ
カ
貴
族
へ
大
量
の
贈
物
を
要
求
さ
れ

た
。
そ
し
て
八
○
日
ご
と
に
貢
納
す
べ
き
物
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
貢
納
を
徴
収
し
治
安
を
維
持
す
る
た
め
0
8
。
器
。
げ
と
い
う
名
の
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ヒ
カ
貴
族
が
統
治
者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
テ
ペ
ア
カ
の
市
場
を
整
備
し
メ
ヒ
カ
の
管
轄
下
に
入
れ
た
。

　
オ
リ
サ
バ
山
頭
8
“
⑦
○
ユ
鑓
げ
㊤
東
麓
の
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
O
器
菖
ρ
図
菖
霞
は
、
メ
ヒ
カ
の
使
節
6
窪
9
δ
口
Φ
を
殺
害
し
た
た
め
征
服

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
メ
ヒ
カ
は
祭
礼
に
使
う
た
め
に
大
き
な
巻
員
、
帆
立
貝
、
H
。
o
冨
霧
を
納
め
て
く
れ
る
よ
う
に
、
メ
ヒ
コ
湾
岸
の
セ
ン
ボ

ア
ラ
O
Φ
巳
娼
○
巴
ρ
に
使
節
を
派
遣
し
た
。
し
か
し
ト
ラ
ス
カ
ラ
冒
す
×
。
鉱
ρ
の
領
主
の
進
言
に
よ
っ
て
、
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
の
領
主
は
、
之

の
使
節
を
ナ
リ
サ
バ
地
方
で
殺
し
た
。
そ
し
て
ト
ラ
ス
カ
ラ
に
対
し
て
は
大
量
の
金
銀
、
宝
石
、
衣
服
、
羽
毛
、
カ
カ
オ
を
贈
り
同
盟
関
係
を

維
持
し
た
。
こ
の
た
め
メ
ヒ
カ
は
軍
隊
を
避
退
し
、
オ
リ
サ
バ
、
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
地
方
を
征
服
し
た
。
そ
し
て
、
℃
貯
け
9
と
い
う
名
の
貴

族
が
統
治
者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
彼
の
一
族
を
率
い
て
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
に
赴
い
て
い
る
。
こ
の
地
方
か
ら
は
、
砂
金
、
衣
服
、
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

毛
、
宝
石
、
装
身
具
、
カ
カ
オ
、
な
め
し
革
、
巻
貝
、
帆
立
貝
、
刷
0
9
①
霧
、
こ
は
く
、
煉
製
魚
が
貢
納
さ
れ
た
。
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し
か
し
、
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
は
再
び
ト
ラ
ス
カ
ラ
と
通
じ
反
乱
を
起
し
た
。
こ
の
反
乱
の
鎮
圧
後
、
貢
納
は
従
来
の
倍
に
す
る
こ
と
が
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

め
ら
れ
た
。
そ
レ
て
メ
ヒ
カ
の
官
位
を
も
つ
2
名
の
貴
族
が
治
安
維
持
を
担
当
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
地
方
か
ら
は
、
モ
テ
ク
ソ
マ

一
世
が
チ
ャ
プ
ル
テ
ペ
ク
O
げ
書
巳
富
℃
8
に
保
養
地
を
建
設
し
た
際
、
カ
カ
オ
、
杓
薬
の
木
な
ど
が
送
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
気
候
に
適
し
た
ウ

・
ス
テ
ペ
ク
国
箋
喜
①
。
に
藩
さ
れ
た
と
い
福

　
ミ
ス
テ
カ
高
地
竃
㌶
け
Φ
皐
と
雷
の
北
端
に
位
置
し
た
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
O
o
ρ
蟹
草
広
げ
爵
＄
の
市
場
に
は
、
メ
ヒ
コ
盆
地
の
プ
エ
ブ
ロ

の
商
人
が
来
て
交
易
に
あ
た
っ
て
い
た
。
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
の
領
主
た
ち
が
、
あ
る
日
、
こ
れ
ら
の
商
人
を
全
員
捕
縛
し
て
殺
害
し
よ
う
と

し
た
。
危
う
く
難
を
除
れ
た
↓
o
護
菖
き
の
商
人
が
、
こ
の
事
件
を
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
に
報
告
し
た
。
メ
ヒ
カ
は
、
○
巨
。
げ
§
族
の
居
住
地
域

で
あ
る
テ
ワ
カ
ン
谷
く
巴
5
α
①
8
Φ
び
奏
。
似
ロ
を
通
っ
て
、
こ
の
地
を
征
服
し
た
。
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
は
メ
ヒ
カ
の
永
久
の
封
臣
と
な
る
こ

と
を
宣
し
、
次
の
よ
う
な
貢
納
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
葺
舘
霧
（
約
9
m
）
の
布
地
、
チ
レ
○
露
ぎ
、
木
綿
、
重
心
、
染
料
の
荷
欝
a
O
の

で
あ
る
。
ま
た
捕
虜
は
一
四
五
八
年
に
完
成
し
た
○
ロ
ρ
昌
風
o
ρ
齪
の
神
殿
落
成
祭
典
の
い
け
に
え
と
し
て
メ
ヒ
コ
ま
で
送
ら
れ
た
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

統
治
者
と
し
て
は
○
影
昏
×
o
o
匡
寓
が
派
遣
さ
れ
た
。

　
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
は
、
パ
パ
ロ
ア
パ
ン
川
中
流
の
ト
チ
ュ
テ
ペ
ク
↓
蝿
〇
三
①
℃
Φ
o
も
征
服
し
た
と
い
う
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ト
チ
ュ
テ
ペ
ク
は
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
を
通
し
て
メ
ヒ
カ
に
貢
納
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
に
課
さ
れ
た
海
士
は
、
ト
チ

ュ
テ
ペ
ク
か
ら
運
ば
れ
た
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ヒ
コ
湾
岸
の
熱
帯
低
地
と
と
も
に
、
南
の
バ
ル
サ
ス
川
流
域
の
熱
帯
地
域
へ
も
進
出
は
め
ざ
ま
し
い
。
ク
ァ
ゥ
ナ
ワ
ク
、
ウ
ァ

ス
テ
ペ
ク
、
ト
ラ
ス
コ
8
ド
。
げ
o
o
、
テ
ペ
ク
ァ
ク
イ
ル
コ
臼
Φ
℃
①
ρ
墨
2
出
8
、
ト
ラ
ル
コ
サ
ウ
テ
ィ
ト
ラ
ン
目
巴
o
o
饗
g
怠
礁
ρ
p
と
バ
ル
サ
ス
低

地
へ
至
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
バ
ル
サ
ス
川
沿
に
征
服
活
動
が
展
開
し
た
。
こ
う
し
て
ク
ィ
ア
ウ
テ
オ
パ
ン
の
匠
鍵
算
①
o
℃
ρ
昌
か
ら
ヨ
ア
ル
テ

ペ
ク
囑
o
ρ
洋
①
娼
①
o
と
ミ
ス
テ
カ
低
地
閤
詳
富
o
ρ
ゆ
9
智
に
ま
で
達
す
る
。

　
北
方
面
で
も
メ
ヒ
コ
盆
地
を
越
え
て
、
オ
ト
ミ
族
0
8
ヨ
一
の
居
住
地
域
へ
進
出
し
て
い
る
。
ウ
ェ
イ
プ
ス
ト
ラ
訓
郎
①
耐
信
。
げ
鵠
㊤
、
ア
ソ
コ
．

151 （303）



パ
ン
諺
鍛
o
o
O
噂
ρ
ゆ
、
ア
ト
ト
ニ
ル
コ
》
酔
0
8
巳
ぎ
。
伽
①
男
①
脅
器
ρ
と
い
ケ
ト
！
ラ
川
流
域
の
プ
エ
ブ
ロ
を
は
じ
め
、
シ
ロ
テ
ペ
ク
図
ぎ
富
℃
o
o
、

も
う
一
つ
の
ア
ト
ト
ニ
ル
コ
》
8
8
巳
ぎ
。
巴
O
冨
ロ
α
①
と
い
っ
た
主
物
が
征
服
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
ロ
の
う
ち
シ
ロ
テ
ペ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ア
ト
ト
ニ
ル
コ
（
前
者
）
に
は
第
四
代
イ
ヅ
コ
ア
ト
ル
の
息
子
が
領
主
と
し
て
定
着
し
た
記
録
が
あ
る
。

　
　
ニ
　
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
の
朝
貢
領
域

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ド
ゥ
ラ
ン
の
年
代
記
二
五
章
『
戦
争
に
よ
っ
て
服
属
し
た
地
方
、
市
か
ら
メ
ヒ
コ
に
搬
入
さ
れ
る
莫
大
な
貢
納
と
富
に
つ
い
て
』
は
、
貢
納

し
た
プ
エ
ブ
ロ
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
ロ
と
征
服
記
の
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
征
服
プ
エ
ブ
ロ
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
特
に
注
国
さ
れ
る
の
は
、
バ
ル
サ
ス
川
流
域
の
プ
エ
ブ
ロ
が
ド
ゥ
ラ
ン
の
記
録
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、

征
服
記
で
は
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
よ
り
後
代
の
征
服
プ
エ
ブ
ロ
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
北
東
方
面
の
パ
ヌ
コ
川
流

域
の
チ
ウ
コ
ア
ク
↓
N
貯
げ
o
o
ρ
o
、
ト
ス
パ
ン
日
O
o
げ
℃
き
、
ト
サ
パ
ン
日
o
N
ρ
唱
窪
は
一
四
七
〇
年
以
降
に
征
服
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
メ
ヒ

コ
葦
北
西
部
の
マ
ト
ラ
チ
ン
コ
嵐
ρ
鉱
ρ
欝
言
o
O
、
ト
ル
八
日
。
言
o
p
、
マ
サ
ワ
カ
ン
鑑
ゆ
N
p
げ
二
ρ
o
ρ
め
、
シ
ョ
コ
テ
ィ
ト
ラ
ン
メ
o
o
O
銘
鵠
9
口
な

ど
も
、
一
四
七
〇
年
以
降
に
征
服
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
四
九
〇
年
以
降
に
征
服
さ
れ
た
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
地
峡
周
辺
の
プ
エ
ブ
揖
が
貢

納
地
域
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ク
ア
ン
テ
ペ
ク
6
⑦
o
郎
ρ
暮
①
℃
①
。
、
ソ
コ
ノ
ス
コ
図
o
o
o
8
0
け
8
、
ア
マ
ス
ト
ラ
跨
日
螢
×
臨
ρ

を
は
じ
め
グ
ァ
バ
カ
○
舜
×
㊤
0
9
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
矛
盾
は
、
い
く
つ
か
の
年
代
記
を
比
較
す
る
と
し
ば
し
ば
現
わ
れ
て
く
る
。
ド
ゥ
ラ
ン
の
年
代
記
な
ど
い
わ
ゆ
る
ク
五
戸
カ
X
系

　
　
　
⑬

の
年
代
記
で
は
、
キ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
一
四
五
一
年
に
ワ
ス
テ
カ
頃
轟
ω
富
8
地
方
へ
の
遠
征
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
遠
征
は
ト
ラ
ン

シ
ン
コ
を
起
点
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
年
代
記
で
は
テ
ス
コ
コ
領
主
ネ
サ
ワ
ル
コ
ヨ
ト
ル
の
ワ
ス
テ
カ
地
方
進
出
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
と
も
考
え
う
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ニ
カ
X
系
は
グ
ァ
バ
カ
の
征
服
が
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
し
て
い

趣
こ
う
し
た
矛
盾
は
・
ト
ラ
カ
エ
レ
ル
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
奎
単
記
の
輩
統
合
に
よ
る
メ
ヒ
カ
正
史
の
創
出
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
⑮

も
の
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
ド
ゥ
ラ
ン
の
年
代
記
に
み
ら
れ
る
朝
貢
地
域
の
広
が
り
を
見
る
と
、
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
方
面
へ
の
拡
張
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
中
央
高
原
に
限

ら
れ
て
く
る
。
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
、
ソ
コ
ノ
ス
コ
地
方
へ
は
、
ポ
チ
テ
カ
℃
o
o
算
Φ
雷
と
呼
ば
れ
る
武
装
し
た
交
易
商
人
が
交
易
の
た
め
に
進
出

し
て
い
た
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
メ
ヒ
カ
の
征
服
に
先
だ
っ
て
、
各
方
面
で
こ
う
し
た
商
人
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

　
　
⑯

て
い
る
。
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
、
ソ
コ
ノ
ス
コ
な
ど
の
未
征
服
プ
エ
ブ
ロ
が
朝
貢
地
域
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
商
人
に
よ
っ
て

羽
毛
、
カ
カ
オ
、
金
な
ど
の
貴
重
品
が
メ
ヒ
コ
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
ワ
ス
テ
カ
地
方
の
プ
エ
ブ
ロ
に
も
あ
て
は
ま
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
地
域
の
貢
納
し
た
プ
エ
ブ
ロ
が
、
貢
納
表
で
地
区
の
主

邑
と
想
定
し
た
プ
エ
ブ
ロ
と
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
は
、
テ
ス
コ
コ
を
媒
介
し
て
メ
ヒ
コ
に
貢
納
が
届
け
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
テ
ス
コ
コ
王
の
子
孫
で
あ
る
イ
シ
ュ
ト
リ
ィ
ル
ソ
チ
ト
ル
H
蓉
箪
×
ひ
。
鳥
笛
は
、
ネ
サ
ワ
ル
コ
ヨ
ト
ル
の
征
服
活
動
で
、
ト
ス
パ
ン
、

チ
ウ
コ
ア
ク
、
ト
ス
テ
ペ
ク
な
ど
が
テ
ス
コ
コ
の
貢
納
領
域
と
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
東
部
地
域
し
d
ρ
口
α
9
鳥
Φ
一
〇
ほ
①
暮
①
は
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ラ
ク
ル
ス
か
ら
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
ま
で
テ
ス
コ
コ
の
朝
貢
領
域
で
あ
っ
た
と
ま
で
証
言
し
た
記
録
が
あ
る
。

　
以
上
を
考
慮
す
れ
ば
、
西
部
の
マ
ト
ラ
チ
ン
カ
、
マ
サ
ワ
カ
の
居
住
地
域
の
諸
プ
エ
ブ
ロ
は
、
三
都
市
同
盟
の
一
つ
ト
ラ
コ
パ
ン
を
媒
介
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
て
メ
ヒ
コ
に
貢
納
を
納
め
て
い
た
と
考
え
う
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ド
ゥ
ラ
ン
の
貢
納
の
記
録
は
、
メ
ヒ
コ
が
三
都
市
同
盟
の
他
の
二
二
の
朝
貢
領
域
か
ら
も
貢
納
を
受
け
と
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
推
定
し
う
る
。
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
三
都
市
同
盟
間
の
貢
納
の
分
配
が
、
メ
ヒ
コ
ー
二
、
テ
ス
コ
コ
ー
二
、
ト
ラ
コ
パ
ン
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
い
う
割
合
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
、
こ
う
し
た
事
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
推
定
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
す
る
と
、
ド
ゥ
ラ
ン
の
貢
納
記
録
に
含
ま
れ
て
い
な
い
バ
ル
サ
ス
川
流
域
の
諸
プ
エ
ブ
揖
は
、
征
服

さ
れ
た
も
の
の
ハ
一
定
の
貢
納
体
鰯
に
は
ま
だ
充
分
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
解
し
う
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
ま

つ
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
6
0
臼
8
鼠
Φ
剛
乙
0
9
δ
で
は
、
臣
。
嵩
。
刈
あ
に
三
三
、
O
o
巳
。
o
Ω
ニ
ヨ
斜
6
0
・
　
　
唱
。
。
p
で
は
、
h
o
犀
。
の
？
＄
に
二
五
の
プ
エ
ブ
ロ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
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し
正
史
編
纂
に
よ
る
事
実
の
歪
曲
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
　
O
一
ニ
ヨ
ρ
一
娼
P
げ
酵
ど
O
や
O
器
こ
や
楠
O
P

　
6
騨
誕
9
ω
O
ρ
や
①
α
吋
P
、
．
ピ
O
伍
O
騨
9
疏
q
⑦
㏄
O
げ
閂
9
二
三
O
O
ρ
q
峰
◎
⇔
↓
鎧
一
匹
さ
ヨ
α
q
O
．
．
”

　
　
肉
無
袋
蹴
賊
9
へ
価
G
匿
、
へ
」
謎
象
ミ
ミ
馬
ミ
さ
～
、
O
ド
H
囲
囲
（
一
り
①
臨
o
γ
唱
や
Q
Q
窃
一
㊤
H
・

③
O
o
象
8
自
㊦
嵩
畠
0
9
8
、
O
o
蝕
8
Ω
旨
鄭
巴
℃
o
唱
。
。
ρ
、
な
ど
に
は
記
載
さ
れ
て

　
い
な
い
。
恐
ら
く
メ
ヒ
コ
よ
り
テ
ス
コ
ロ
、
あ
る
い
は
ト
ラ
ス
カ
ラ
と
の
関
係
が

　
深
い
。
し
か
し
ド
ゥ
ラ
ン
は
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
代
に
使
節
が
送
ら
れ
た
こ
と
を

　
記
し
て
い
る
。

　
ソ
R
g
ロ
O
N
O
帥
ヨ
僧
『
σ
q
P
o
や
O
犀
ご
℃
や
H
O
㎝
I
O
¢

　
嗣
）
眉
同
ρ
戸
O
℃
’
O
淳
■
℃
や
H
刈
8

④
　
と
く
に
組
織
だ
っ
た
ポ
チ
テ
カ
℃
o
曾
＄
8
と
い
う
武
装
し
た
交
易
隊
商
集
団

　
が
著
名
で
あ
る
。

　
o
つ
巴
影
σ
q
山
P
o
や
。
津
こ
目
O
亘
O
Q
Q
”
℃
℃
。
ド
①
！
O
Q
g

　
O
げ
拶
℃
讐
⇔
P
諺
β
コ
O
》
H
ご
．
、
勺
O
纂
O
｛
8
婦
僧
㎝
O
国
昌
O
智
く
O
亀
。
画
属
＞
N
け
⑦
O
餌
嵩
画

　
　
寓
麟
冤
麟
O
才
鷺
貯
騨
銘
。
ロ
ω
．
．
．
℃
o
剛
p
倒
懸
押
民
’
（
o
O
．
）
辱
黛
口
恥
黛
嚇
ミ
§
唾
》
ミ
帖
遷

　
　
縣
ぎ
肉
町
ミ
肉
§
特
壁
馬
勉
H
｝
需
μ
o
昼
H
霧
メ
℃
℃
．
二
心
l
H
8
■

⑤
　
U
口
母
P
o
や
。
圃
賞
℃
覧
5
ω
』
①
b
Q
．

⑥
阿
σ
岸
”
℃
や
嵩
碧
。
。
ω
¶

⑦
囲
玄
α
‘
℃
や
お
刈
も
8
．

⑧
困
ぼ
畠
‘
や
．
b
。
ミ
．

⑨
　
H
ぴ
一
9
b
唱
℃
●
目
Q
Q
G
窃
一
日
O
伊

⑩
O
。
象
8
諸
窪
創
。
。
言
。
等
に
は
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ト
ル
ケ
マ
ダ
に
よ

　
る
と
モ
テ
ク
ス
マ
．
一
世
聴
代
に
、
三
都
市
同
盟
軍
、
ど
く
に
テ
ス
コ
．
コ
の
軍
に
よ

　
っ
て
征
服
さ
れ
た
ど
い
う
。

　
O
ま
ω
o
P
O
ず
日
舞
ω
ω
層
、
、
ω
霞
自
簿
夢
話
。
［
叶
げ
。
＞
N
8
の
国
ヨ
℃
貯
Φ
．
．
き
嵩
乱
い
o
o
隷
魚

　
　
ミ
戚
ミ
馬
臥
ミ
ミ
詩
§
w
寄
畑
ミ
§
郵
〆
、
o
ピ
一
ρ
（
目
㊤
『
O
）
り
℃
℃
●
ω
蟻
①
1
Φ
轟
．

　
嗣
）
露
プ
お
器
コ
α
o
｝
o
『
鳥
㊤
戸
切
ρ
同
げ
p
壇
P
卜
斜
ミ
ミ
題
3
恥
建
等
量
“
輪
ミ
．
黛
恥
ミ
無
。
蔑
a

　
　
培
蓋
ミ
落
へ
こ
職
6
窺
帥
ン
H
①
呂
凹
O
P
一
㊤
①
ρ
や
笛
O
蒔
■

⑬
Ω
回
巨
ρ
な
巴
旨
b
℃
．
葺
．
’
や
δ
刈
■

＠
∪
葺
き
b
や
鼻
‘
電
b
8
－
同
O
．

⑬
　
ク
ロ
ニ
カ
X
と
は
バ
ー
ロ
ー
切
餌
二
〇
ノ
く
■
に
よ
る
命
名
で
、
U
霞
9
西
明
Φ
N
o
N
？

　
導
o
P
目
。
＜
舞
層
》
8
・
・
3
の
年
代
記
の
原
史
料
と
推
定
さ
れ
る
年
代
記
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
前
　
二
者
は
、
カ
ル
メ
カ
ク
O
巴
ヨ
①
岳
。
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ナ
の
学

　
校
で
培
わ
れ
た
口
承
傍
記
を
記
憶
し
て
い
た
イ
ン
デ
ィ
オ
を
情
報
提
供
者
と
し
て
、

　
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
記
録
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ド
帥
剛
ρ
罵
ρ
臼
騨
O
ρ
β
O
ρ
．
、
閃
O
団
0
8
P
㎝
9
0
0
α
ぢ
O
男
帥
ヨ
冒
①
N
O
O
昌
9
冨
P
づ
賃
ω
・

　
　
o
抵
汁
。
℃
ゲ
躍
諜
℃
ω
、
、
魅
嵐
ミ
鵠
恥
黛
§
ミ
。
、
智
防
恥
馬
k
巽
§
O
s
薦
§
8
さ
嫡
謄
竿

　
　
　
噛
ミ
職
O
謎
象
鳶
馬
馬
』
ミ
＄
・
噛
鳥
§
職
無
轟
勲
じ
d
ロ
O
昌
O
o
噂
　
掛
冒
O
ω
’
目
O
①
Q
o
讐
ぐ
O
一
噸
囲
囲
押
℃
や
●

　
　
　
ド
刈
α
為
S

⑭
U
葭
碧
、
o
℃
’
．
葺
こ
唱
．
B
O
－
ω
。
。
．

⑮
目
。
曾
も
。
益
ぎ
b
や
○
搾
。
殉
唱
』
㌣
ω
■

⑯
註
④
参
照

．
⑰
臼
げ
8
コ
b
や
鼻
・
讐
℃
や
。
。
。
。
心
あ
9

⑱
b
コ
帥
二
〇
き
。
℃
■
9
け
．
℃
や
ω
O
■

⑲
謬
窪
詳
ひ
。
匿
窪
が
、
こ
の
通
説
の
撮
唱
者
で
あ
る
が
、
ト
ル
ケ
マ
ダ
は
、
八
”

　
四
”
．
三
ど
主
張
．
し
て
い
る
の
し
か
し
単
純
な
一
般
化
は
危
険
で
、
あ
る
プ
エ
ブ
ロ

　
　
は
排
他
的
に
．
一
者
に
、
ま
た
同
等
に
、
そ
し
て
、
あ
る
い
は
二
鱒
二
”
一
の
割
合

　
　
で
、
と
い
う
よ
う
に
プ
エ
ブ
ロ
毎
で
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
ソ
リ
タ
の
説
が
妥
当

　
．
な
所
で
あ
ろ
う
。

　
O
ぽ
。
っ
o
P
O
や
。
岸
こ
や
ω
o
◎
Q
◎
．
．

　
N
O
二
峠
ρ
〉
剛
O
昌
ω
P
ト
さ
自
凄
恥
卜
黛
ぴ
O
鳩
一
口
逗
悉
職
ミ
い
馬
§
磯
爵
♀
窯
①
宅
切
円
ロ
ロ
o
o
－

　
　
　
老
圃
o
F
一
㊤
コ
リ
℃
．
o
Q
ρ
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四
　
一
四
八
○
年
代
の
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域

　
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
に
よ
る
急
激
な
メ
ヒ
カ
の
征
服
戦
線
の
拡
大
を
引
き
継
い
で
、
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
は
西
方
へ
の
拡
大
を
試
み
る
。
そ
れ
は
、

マ
ト
ラ
チ
ン
カ
冨
霧
㌶
誌
笹
o
ρ
系
の
プ
エ
ブ
ロ
間
の
対
立
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ナ
ン
ゴ
山
地
南
麓
の
テ
ナ
ン
チ
ン
コ
日
魯
9
㌣

慈
貯
o
o
の
領
主
が
、
北
麓
の
ト
ル
カ
谷
の
マ
ト
ラ
チ
ン
コ
ー
ト
ル
カ
の
圧
迫
を
苦
と
し
、
メ
ヒ
コ
に
援
助
を
詣
っ
た
。
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
は
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

略
の
口
実
を
つ
く
る
た
め
に
、
ト
ル
カ
に
神
殿
建
設
用
の
杉
・
骨
材
を
貢
納
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。

　
こ
う
し
て
ト
ル
カ
谷
を
征
服
す
る
と
同
時
に
い
わ
ゆ
る
山
岳
地
域
冨
ω
Φ
霞
き
欝
に
位
置
す
る
オ
ク
イ
ラ
O
o
巳
笹
な
ど
の
プ
エ
ブ
ロ
が
征
服

　
　
②

さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
地
方
に
あ
る
メ
ヒ
カ
の
墾
地
マ
リ
ナ
ル
コ
冒
9
団
昌
巴
8
に
は
、
メ
ヒ
カ
の
貴
族
Ω
菖
鉱
。
o
霧
N
厳
が
領
主
と
し
て
任
命
さ

　
　
　
③

れ
て
い
る
。

　
シ
ョ
コ
テ
ィ
ト
ラ
ン
か
ら
さ
ら
に
西
進
し
、
ミ
チ
ヨ
ア
カ
ソ
州
の
パ
ッ
ク
ア
ロ
湖
岸
の
チ
ン
ツ
ン
ッ
ァ
ソ
日
N
言
言
呂
欝
窪
を
本
拠
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

タ
ラ
ス
カ
日
曜
霧
。
僧
と
、
ト
ラ
ヒ
マ
ロ
ヤ
ン
円
ド
緩
き
巴
。
団
碧
で
交
戦
し
た
が
大
敗
北
を
喫
し
た
。
以
後
西
部
戦
線
は
、
現
在
の
ミ
チ
ヨ
ア
カ

ソ
州
と
の
境
界
を
越
す
こ
と
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
タ
ラ
ス
カ
側
が
攻
勢
と
な
り
、
し
ば
し
ば
メ
ヒ
カ
の
要
塞
が
攻
撃
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
戦
線
の
拡
大
と
と
も
に
、
既
征
服
プ
エ
ブ
ロ
を
基
地
と
し
て
周
辺
地
域
の
平
定
を
お
こ
な
い
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
の
安
定
化
を
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

み
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
北
接
す
る
商
業
都
市
ト
ラ
テ
ロ
ル
フ
を
最
終
的
に
は
併
合
し
、
領
主
権
を
書
誌
す
る
や
、
メ
ヒ
カ
は
、
貢
納
表
の
三

八
地
区
の
実
に
三
分
の
二
の
地
区
の
主
邑
を
征
服
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
テ
ス
コ
コ
王
ネ
サ
ワ
ル
コ
ヨ
ト
ル
の
死
後
、
テ
ス
コ
コ
の
勢
力
が

衰
え
て
い
き
、
メ
ヒ
カ
が
事
実
上
三
都
市
同
盟
の
盟
主
と
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
、
一
四
八
○
年
代
、
第
三
期
征
服
活
動
か
ら
、
第
四
期
目

大
拡
張
期
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
メ
ヒ
カ
の
領
域
統
治
の
歯
学
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
［
　
テ
ィ
ソ
ク
時
代
の
統
治
領
域

　
（
　
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
の
死
（
一
四
八
一
年
）
後
即
位
し
た
彼
の
兄
テ
ィ
ソ
ク
は
、
歴
代
諸
王
の
事
蹟
を
記
し
た
石
碑
を
建
立
し
た
。
テ
ィ
ソ
ク
石
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△　Tizoc石碑

十Tizoc時代統治者派遺プエブロ

O神混成式圃貢したプエプロ

　　　　　　（番号は表1一⑬に対応）

　　大文字は，．犠牲となった部族，．ブエブ膠。

図3・48・年代φメ・力破配領域
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「アステカ帝園」の成立過程（小林）

表1　1480年代のメヒカ支配プエブロ

③　1486年にいけにえを集めた地区

Provincia　de

　Tezcuco

　Tacuba
　　Xuchimilco

　Chalco

　Mazahuaques
　Cuauhtlapanecas

⑧1486年の貢納プエブロ．

1　Ciudad　de　l　lexico

2　Xuchimilcas

3　Chinampanecas

4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
1
1
1

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

Chalcas

Cuauhnauacas

Yautepecas

Acapi¢htecas

Huaxtepecas

Atocpanecas

Xilotepeca＄

Xocotecas

Matlatzincas

Tzacualpanecas

Nochtepecas

Teotliltecas

Tlaxtecas

Youaltecas

Uitzocas

Tepecuacuilcas

Couixcas

Chiapanecas

Tlalcozauhtitlan

Tlapanecas

Piaztecas

Tepeacas

Tlatlauhquitepecas

Tzincocas

Tochpanecas

Tochtepecas

Coaixtlahuacan

1486年にいけにえとなった地＝方

Huexetzincas，

Tlaxcaltecas，　Atlixcas，　Tliliuhquitepecas

Cholutecas，

Teoacas．　Zacatecas
　　　　　　’

Zapotecas

Huatecas
Tzincoacas

Tuzapanecas
Tlapanecas

clc）

Tizco晴代の統治者派遣プエブロ

“todo　la　Chinampa　”　（チナンパ地方）

Colhuacan，　ltztapalapan，　Mexicaltzinco｛Huitzilopochco

Cuauhnahuac

Yautepec，

Acapi：　tlan

Iluaxtepec

Mat玉atzinco，　To工1ユca，　Tzinacantepec，　Tlacotepec，

Calirnayan，　Calirnayan，　Tepemaxalco　Teotenanco
‘‘@los．　de　la　serrania”（山岳地域）

Malinalco，　Ocuila，　Coatepec，　Capuloac　Xalatlau一｛
hco，　Atlapulco

Tzacualpan，　lztapan

Nochtepec，　Tepetlan

Teotliztac

（Tlachmalco）

Youallan

Uitzoco

Tepecuacuilco

Couixco

Tlalcozauhtitlan

Xochhuehuetlan，

Olinalan　Piaztlan，　Chiautlan．　Teotlan

Coat王apa

（Tochtla）

Tzicocoac

（Tuzapan）

Cuetlaxtla
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⑥

碑
と
称
さ
れ
る
こ
の
石
碑
は
、
一
七
九
一
年
に
メ
ヒ
コ
市
の
中
央
広
場
か
ら
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
石
碑
に
は
征
服
し
た
プ
エ
ブ
ロ
と
思
わ
れ
る

絵
文
字
一
五
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
は
、
征
服
記
の
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
征
服
記
の
信
者
性
が
考
古
学
的

に
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
テ
ィ
ソ
ク
の
即
位
式
の
記
録
が
ド
ゥ
ラ
ソ
の
年
代
記
に
あ
る
。
招
待
を
受
け
た
領
主
と
し
て
は
、
テ
ス
コ
コ
王
、
ト
ラ
コ
パ
ン
王
以
外
に
次

の
プ
エ
ブ
ロ
の
領
主
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ル
コ
、
ソ
チ
ミ
ル
コ
地
方
の
諸
領
主
、
い
わ
ゆ
る
チ
ナ
ン
パ
地
方
O
圧
季
世
℃
ρ
器
。
霧
ー
コ

ル
ワ
カ
ン
、
犀
騨
ρ
や
巴
巷
㊤
、
旨
。
凶
。
三
訂
貯
o
O
、
国
同
誌
ま
b
O
o
げ
o
O
一
の
各
領
主
、
　
「
熱
帯
地
域
」
の
す
べ
て
の
領
主
、
そ
し
て
、
ク
ア
ウ
ト

ラ
ル
パ
ン
○
爵
幽
げ
菖
巴
娼
窪
、
マ
ト
ラ
チ
ン
コ
ー
ト
ル
カ
、
並
び
に
コ
ア
ト
ラ
バ
O
O
ρ
註
ρ
℃
騨
の
諸
領
主
で
あ
る
。

　
「
熱
帯
地
域
」
と
は
、
こ
こ
で
は
ク
ァ
ウ
ナ
ワ
ク
、
ヤ
ウ
テ
ペ
ク
く
ρ
q
馨
Φ
℃
①
o
、
ウ
ァ
ス
テ
ペ
ク
、
ア
カ
ピ
ス
ト
ラ
ン
》
o
ρ
慧
。
げ
耐
雪
を

指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ク
ア
ウ
ト
ラ
ル
パ
ン
は
、
マ
サ
ワ
カ
と
一
諸
に
言
及
さ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ク
ア
ウ
テ
ィ
ト
ラ
ン
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
コ
ア
ト
ラ
バ
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
O
O
ρ
菖
巴
℃
9
の
誤
記
と
す
る
と
、
。
フ
エ
ブ
ラ
州
西
部
の
イ
ッ
コ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

H
言
。
o
導
を
中
心
と
す
る
地
方
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
コ
ア
ト
ラ
バ
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
メ
ヒ
コ
か
ら
ほ
ぼ
六
〇
㎞
圏
内
に
位
置
す

る
。
こ
れ
ら
の
領
主
は
、
メ
ヒ
カ
の
発
議
し
た
征
服
戦
に
は
人
員
を
動
員
し
て
お
り
、
三
都
市
岡
盟
軍
を
構
成
す
る
実
体
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
領
主
の
外
に
、
メ
ヒ
カ
が
代
官
や
統
治
老
を
派
遣
し
た
地
方
へ
も
招
待
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
ロ
の
徴
税
宜
カ

ル
ピ
ス
ケ
O
巴
鳳
×
ぬ
煽
①
は
、
即
位
式
用
の
食
糧
、
物
資
を
持
参
し
、
ペ
ト
ラ
カ
ル
カ
ト
ル
℃
Φ
自
生
賦
。
ρ
臨
と
呼
ば
れ
る
メ
ヒ
コ
王
室
財
務
長

　
　
　
　
　
　
　
⑨

官
の
管
理
す
る
倉
庫
へ
納
め
て
い
る
。
こ
う
し
て
即
位
式
に
参
列
し
た
統
治
老
6
Φ
。
昏
窪
の
派
遣
さ
れ
て
い
る
プ
エ
ブ
ロ
は
表
1
－
⑥
の
と

お
り
四
〇
を
数
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
ロ
の
う
ち
ト
ト
ル
テ
カ
円
9
0
洋
。
o
斜
の
み
ω
呂
。
お
ω
依
ゼ
。
げ
①
諺
巴
。
器
ω
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
除
け
ば
全
て
、
一
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

Ω
o
び
①
導
ρ
α
o
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ト
ト
ル
テ
カ
が
8
0
酔
。
｝
す
誤
と
呼
ば
れ
た
プ
エ
ブ
ラ
州
の
ア
カ
ト

ラ
ン
川
流
域
全
体
を
指
す
も
の
で
、
次
の
ピ
ア
ス
ト
ラ
な
ど
を
含
む
と
す
る
な
ら
、
ピ
ア
ス
ト
ラ
の
領
主
は
、
メ
ヒ
カ
領
主
と
の
血
縁
関
係
を
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主
張
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
土
着
領
主
兼
メ
ヒ
カ
派
遣
統
治
者
の
官
名
で
言
及
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
統
治
老
の
派
遣
さ
れ
て
い
た
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
を
征
服
記
の
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
ま
で
の
征
服
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
と
比
較
し

て
み
よ
う
。

　
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
貢
納
の
記
録
で
指
摘
し
た
矛
盾
が
解
消
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ポ
チ
テ
カ
な
ど
の
交
易
活
動

に
よ
っ
て
メ
ヒ
コ
に
貢
納
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
た
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
地
峡
周
辺
の
プ
エ
ブ
ロ
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ル
サ
ス
川
流
域
の
諸
プ
コ
ブ
ロ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
「
熱
帯
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
モ
レ
ロ
ス
州
で
は
、
四
つ
の
プ
エ
ブ
ロ
に
統
治
者
が
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
領
主
と
と
も
に
即
位
式
に
参
列
し
た
と
思
わ
れ
る
。
貢
納
表
の
ト
ラ
ス
コ
、
テ
ペ
ク
ァ
ク
イ
ル
コ
地
区
で
は
計
一
〇
の

プ
エ
ブ
ロ
、
ト
ラ
ル
コ
サ
ウ
テ
ィ
ト
ラ
ン
地
区
に
一
、
ク
ィ
ア
ウ
テ
オ
パ
ン
地
区
で
は
二
つ
の
プ
エ
ブ
ロ
が
、
統
治
者
の
派
遣
さ
れ
た
プ
エ
ブ

ロ
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
マ
ト
ラ
チ
ン
カ
地
方
で
は
七
、
　
「
山
岳
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
メ
ヒ
コ
州
、
モ
レ
ロ
ス
州
、
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

邦
地
区
の
三
州
境
に
ま
た
が
る
地
域
で
は
六
の
プ
エ
ブ
ロ
に
統
治
老
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
北
東
部
で
は
、
ト
チ
ュ
ト
ラ
目
o
o
算
冨
、

チ
コ
コ
ア
ク
8
N
ざ
。
。
8
。
、
ト
サ
パ
ン
日
農
竜
窪
の
三
プ
エ
ブ
ロ
に
統
治
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
代
の
貢
納
の
記
録

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ
コ
パ
ン
、
テ
ス
コ
コ
の
朝
貢
領
域
と
見
倣
し
た
地
方
に
、
メ
ヒ
カ
が
統
治
老
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
に
は
統
治
者
が
既
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
同
じ
く
派
遣
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
ミ
ス
テ
カ
高
地
の
コ
ァ

イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
が
漏
れ
て
い
る
。
代
り
に
、
ア
ト
ヤ
ク
川
と
ミ
ス
テ
カ
川
の
合
流
し
て
メ
ス
カ
ラ
川
と
な
る
地
域
の
五
つ
の
プ
エ
ブ
ロ
に
統
治

者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
ト
ト
ル
テ
カ
も
含
め
て
、
ミ
ス
テ
カ
低
地
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
り
、
ミ
ス
テ
カ
高
地
へ
進
出
す
る
メ

ヒ
カ
の
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
征
服
記
の
被
征
服
プ
エ
ブ
ロ
と
し
て
は
、
ピ
ア
ス
ト
ラ
の
み
が
、
第
九
代
モ
テ

ク
ス
マ
ニ
世
時
代
に
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
貢
納
表
の
三
八
地
区
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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二
　
大
神
殿
落
成
式
の
記
録

　
（
　
い
く
つ
か
の
年
代
記
は
、
ア
ウ
ィ
ツ
幽
、
ト
ル
の
即
位
し
た
翌
年
一
四
八
七
年
頃
に
、
メ
ヒ
カ
の
軍
神
ウ
ィ
チ
ロ
ポ
チ
ト
リ
の
大
神
殿
の
落
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

式
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
神
殿
の
建
設
は
メ
ヒ
カ
に
と
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
カ
エ
レ
ル
の
主
導
し
た
改
革
の
事
業
が
ほ

ぼ
完
了
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
統
治
者
の
派
遣
な
ど
に
み
ら
れ
る
政
治
的
、
行
政
的
な
組
織
化
、
貢
納
体
制
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
経

済
的
な
支
配
強
化
、
そ
し
て
正
史
の
編
纂
な
ど
に
み
ら
れ
る
メ
ヒ
カ
中
心
主
義
的
な
宇
宙
観
に
よ
る
宗
教
的
組
織
の
改
造
が
、
ほ
ぼ
完
了
し
た

表
明
と
し
て
ウ
ィ
チ
ル
ポ
チ
ト
リ
の
大
神
殿
の
建
設
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え
る
。

　
ド
ゥ
ラ
ン
の
年
代
記
の
落
成
式
の
記
録
は
、
メ
ヒ
カ
が
三
都
市
同
盟
内
、
と
く
に
テ
ス
コ
コ
と
の
力
関
係
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
諸
地
方

を
自
己
の
支
配
統
治
領
域
へ
組
織
し
て
い
っ
た
か
を
如
実
に
示
す
。

　
ま
ず
神
に
奉
げ
る
い
け
に
え
用
の
捕
虜
を
提
出
す
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
ー
ー
プ
エ
ブ
ラ
盆
地
の
独
立
的
諸
領
主
と
戦
っ
て
い
る
プ
エ
ブ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
使
者
が
送
ら
れ
る
。
テ
ペ
ア
カ
、
↓
①
o
餌
ヨ
舘
び
巴
o
o
、
ρ
煽
①
。
び
。
団
。
、
ρ
轟
昏
険
漏
①
。
げ
巳
狂
、
｝
菖
緯
少
げ
轟
＄
口
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
花
戦

　
　
　
　
　
　
⑯

争
」
×
o
o
男
装
。
菖
の
南
部
戦
線
の
諸
プ
エ
ブ
ロ
、
並
び
に
そ
の
戦
争
に
参
加
し
て
い
た
メ
ヒ
コ
盆
地
南
部
の
諸
プ
エ
ブ
ロ
に
使
老
が
送
ら
れ

て
い
る
。
一
方
西
方
面
で
も
、
マ
ト
ラ
チ
ン
コ
ー
ト
ル
カ
、
マ
リ
ナ
ル
コ
、
オ
ク
イ
ラ
を
始
め
北
西
部
の
マ
サ
ワ
カ
の
プ
エ
ブ
ロ
に
も
使
者
が

送
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
テ
ス
コ
識
、
ト
ラ
コ
パ
ン
、
そ
し
て
ソ
チ
ミ
ル
コ
、
チ
ャ
ル
コ
地
方
、
マ
サ
ワ
カ
、
ク
ア
ウ
ト
ラ
ル
パ
ネ
カ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

方
の
領
主
が
い
け
に
え
用
の
捕
虜
を
メ
ヒ
コ
に
つ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
一
方
、
い
け
に
え
と
な
っ
た
の
は
一
一
地
方
の
人
々
で
計
八
四
〇
〇
人
で
あ
る
。
他
の
記
録
に
よ
る
と
一
万
人
を
越
し
た
と
も
い
う
。
ト
ラ

ス
カ
ラ
ー
ー
プ
エ
ブ
ラ
盆
地
の
諸
領
主
国
ー
ト
ラ
ス
カ
ラ
、
ウ
ェ
シ
ョ
チ
ン
コ
、
チ
ョ
ル
ラ
O
び
。
ぎ
団
、
ア
ト
リ
ス
コ
》
♂
凱
図
o
o
一
と
、
門
岳
貯
7

ρ
鼠
ゆ
①
や
①
P
6
Φ
o
o
9
ρ
N
ρ
o
ρ
仲
㌶
ロ
と
い
っ
た
ト
ラ
ス
カ
ラ
北
部
の
独
立
領
主
国
、
そ
し
て
ト
ス
パ
ン
川
流
域
の
ワ
ス
テ
カ
、
ト
サ
パ
ン
、
チ
ン

コ
ア
カ
日
N
貯
o
o
霧
霧
、
ま
た
南
方
面
で
は
オ
ア
バ
カ
谷
の
サ
ポ
テ
カ
N
巷
。
さ
。
霧
、
ゲ
レ
用
意
の
ト
ラ
バ
ネ
カ
6
貯
℃
ρ
器
。
霧
の
住
民
が
い
け

に
え
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
メ
ヒ
カ
の
征
服
活
動
の
前
線
で
あ
っ
た
。
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⑲

　
同
時
に
こ
う
し
た
敵
国
で
あ
る
地
方
の
領
主
た
ち
は
、
落
成
式
に
歓
待
さ
れ
て
い
る
。
メ
ヒ
コ
の
繁
栄
と
富
を
誇
張
し
服
属
を
う
な
が
す
た

め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
敵
国
の
領
主
の
招
待
は
即
位
式
、
大
祭
典
に
際
し
て
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
四
八
七
年
に
は
、
ト
ラ
ス

カ
ラ
ー
プ
エ
ブ
ラ
盆
地
の
ウ
ェ
シ
ヌ
チ
ン
コ
、
チ
ョ
ル
ラ
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
、
な
ら
び
に
ト
ラ
ス
カ
ラ
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
日
o
o
8
0
、
コ
三
午

げ
ρ
浮
け
Φ
℃
①
o
、
N
斜
。
舞
㌶
鄭
の
領
主
、
北
部
で
は
イ
ダ
ル
ゴ
州
北
部
の
強
国
メ
ッ
テ
ィ
ト
ラ
ン
寓
Φ
訂
鉱
窪
騨
ロ
、
ト
ス
パ
ン
川
中
流
の
チ
ゥ
コ
ア

ク
の
領
主
、
西
部
で
は
ミ
チ
ョ
ァ
カ
ン
州
の
タ
ラ
ス
コ
の
領
主
、
南
部
で
は
、
ゲ
レ
揖
州
東
部
太
平
洋
岸
冨
o
O
ω
賞
。
窯
。
曽
の
ヨ
ピ
チ
ン
コ

磯
。
鳳
誌
貯
o
o
の
領
主
が
列
席
し
て
い
る
。

　
一
方
、
い
け
に
え
と
な
る
捕
虜
と
と
も
に
、
す
で
に
征
服
さ
れ
服
属
し
た
地
方
か
ら
は
、
金
、
羽
毛
な
ど
の
装
身
具
、
カ
カ
オ
、
チ
レ
な
ど

の
祭
礼
用
食
品
が
大
量
に
搬
入
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
貢
納
を
納
め
た
地
方
に
つ
い
て
は
、
メ
ヒ
コ
布
内
の
各
地
区
を
は
じ
め
約
三
〇
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
（
図
3
、
表
1
1
⑧
参
照
）

　
こ
の
貢
納
を
納
め
た
プ
エ
ブ
冒
の
分
布
を
テ
ィ
ソ
ク
時
代
に
統
治
者
の
配
備
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
、
征
服
記
の
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
と
比
較
し
て

み
よ
う
。
こ
の
記
録
で
は
、
新
た
に
ア
ト
ク
バ
ネ
カ
諺
8
0
℃
碧
①
o
霧
、
シ
μ
テ
ペ
ク
、
シ
ョ
コ
テ
カ
メ
o
o
O
8
0
霧
と
い
っ
た
オ
ト
ミ
、
あ
る

い
は
マ
サ
ワ
カ
の
居
住
地
域
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
早
老
は
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
代
に
、
シ
ョ
コ
テ
カ
と
同
一
と
思
わ
れ
る
シ
ョ

コ
テ
ィ
ト
ラ
ン
は
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
時
代
に
征
服
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
方
は
完
全
に
メ
ヒ
カ
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ウ
ィ
ツ
ォ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
ル
は
一
四
八
六
年
に
出
兵
し
て
、
反
乱
を
鎮
圧
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　
ま
た
、
テ
ィ
ソ
ク
時
代
に
統
治
者
の
配
備
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
の
あ
る
地
方
は
、
ほ
と
ん
ど
貢
納
を
納
め
て
い
る
。
ク
ェ
ト
ラ
ス
ト
ラ
ン
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
代
り
に
、
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
、
ト
ス
テ
ペ
ク
の
二
地
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
両
地
方
と
も
、
テ

ォ
テ
ィ
ト
ラ
ン
・
デ
ル
・
カ
ミ
ノ
日
o
O
訟
臨
ρ
ロ
α
巴
0
9
誉
ぎ
。
地
方
を
経
て
、
、
・
・
ス
テ
カ
地
方
、
ア
ナ
ワ
ク
地
方
へ
至
る
重
要
な
ル
ー
ト
に
位

置
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
第
四
期
の
大
拡
張
期
に
お
け
る
征
服
活
動
の
舞
台
と
な
る
地
方
へ
の
橋
頭
堅
が
着
実
に
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
い

え
よ
う
。
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・．

齦
禔
A
テ
ス
コ
コ
は
、
服
属
す
る
二
七
の
プ
エ
ブ
熔
を
有
し
、
メ
ヒ
カ
に
対
し
て
自
ら
の
領
主
権
を
保
持
し
、
貢
納
も
一
際
納
め
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
対
等
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
テ
ス
コ
コ
の
支
配
領
域
は
漸
減
し
、
そ
の
領
域
内
に
メ
ヒ
コ
領
主
の
隷
農
が
入
植
し
耕
作
す
る

こ
と
を
承
認
せ
ざ
る
毒
な
か
・
た
と
い
や

162（314）

①
⇔
霞
呂
、
o
や
9
叶
‘
℃
や
N
雪
一
①
。
。
■

　
　
杉
、
松
材
は
メ
ヒ
コ
盆
地
周
囲
の
山
地
か
ら
自
給
で
ぎ
た
。
特
に
｝
ロ
ロ
。
冨
¢
け
¢

　
と
い
う
巨
木
が
著
名
で
あ
っ
た
。

②
U
霞
窪
”
o
℃
■
9
け
4
や
b
。
¢
。
。
．
”
○
鉱
日
㊤
ゼ
号
旦
。
℃
．
9
什
こ
℃
．
鱒
8
■

③
O
p
鉱
げ
ミ
層
。
や
9
伴
‘
℃
■
露
．

④
　
∪
葺
碧
㌧
o
や
9
け
こ
℃
や
b
。
g
。
ゲ
Q
。
伊
〇
三
五
言
挙
鉱
日
ヨ
曽
。
や
9
け
‘
℃
。
8
0
。
’

　
　
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
　
一
面
七
一
年
と
い
わ
れ
、
　
一
四
七
四
年
の
ト
ル
カ
谷

　
征
服
に
先
立
っ
て
い
た
。
…
四
七
一
年
以
降
も
、
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
は
し
ぼ
し
げ

　
独
自
に
侵
入
を
試
み
た
。
彼
の
死
は
、
こ
の
方
面
で
の
作
戦
中
の
負
傷
が
原
因
と

　
い
わ
れ
る
。

⑤
　
O
o
象
o
o
鑑
。
鼠
o
o
ぎ
。
に
よ
る
と
、
第
圏
代
イ
ッ
コ
ア
ト
ル
が
、
ト
ラ
チ
ロ
ル

　
コ
の
領
主
ク
ア
ウ
ト
ラ
ト
ア
ρ
轟
簾
げ
菖
暮
o
ρ
を
征
服
し
て
い
る
。
彼
は
一
四
六

　
〇
年
に
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ソ
で
死
去
し
て
お
り
、
モ
ク
ィ
ウ
づ
シ
ェ
匿
o
ρ
島
げ
巳
×

　
と
い
う
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
の
甥
が
領
主
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
四
六

　
九
一
七
ご
…
年
の
戦
争
・
に
お
い
て
伝
統
的
な
統
治
補
…
佐
官
（
Ω
げ
冨
勘
o
o
9
鉱
）
綱
が
廃

　
止
さ
れ
、
完
全
に
メ
ヒ
コ
に
併
合
さ
れ
、
一
四
七
五
年
に
H
書
。
o
ゲ
舞
審
貯
と
い

　
う
軍
事
司
令
官
目
拭
o
o
畠
。
響
8
諺
が
統
治
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

　
Ω
嵩
二
巴
℃
増
刷
p
o
や
皇
汁
．
」
℃
や
ト
。
O
？
8
■

⑥
ω
2
。
さ
、
、
U
δ
｝
蕩
σ
q
諺
げ
毒
σ
q
⑦
鵠
⇔
ヨ
O
ほ
。
島
⑦
。
。
出
器
箕
8
ヨ
覧
①
ω
凶
旨
ン
R
？

　
邑
8
．
．
o
や
9
酔
‘
切
9
員
噛
ω
．
蕊
劉
㊤
O
心
．

⑦
U
口
恥
p
o
や
。
圃
帥
‘
℃
ワ
ω
8
－
O
図
「

⑧
一
五
七
九
年
の
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
に
よ
る
新
ス
ペ
イ
ン
地
図
で
は
、
O
o
舞
ρ
賢

　
　
㊤
℃
器
。
島
が
こ
の
地
方
に
置
か
れ
て
い
る
。
2
書
算
智
℃
p
器
。
霧
と
は
考
え
ら

　
　
れ
な
い
。

　
　
○
詳
巴
ご
ρ
跨
町
当
2
β
．
、
国
置
腿
巳
p
o
8
く
き
繊
≦
o
鑑
飴
σ
q
昌
器
器
8
島
Φ
け

　
　
　
く
臼
p
留
ω
窪
首
江
p
嶺
δ
．
．
§
馬
ミ
§
ミ
○
さ
二
§
境
着
ミ
噛
詳

　
⑨
こ
の
倉
庫
の
あ
る
所
は
、
ペ
ト
ラ
カ
ル
コ
勺
〇
二
9
。
匙
。
o
と
呼
ば
れ
、
ト
ラ
コ

　
　
パ
ン
へ
至
る
堤
道
に
あ
っ
た
。

　
　
留
ゴ
ρ
α
q
偽
P
o
や
9
伸
‘
円
。
巳
o
H
H
噛
℃
・
ω
這
．

　
⑩
　
ト
ト
ル
テ
カ
の
諸
領
主
は
、
6
げ
㌶
∬
げ
こ
P
燭
醇
N
¢
p
P
目
①
o
¢
巴
勲
な
ど
を
含

　
　
む
と
も
考
え
う
る
。
こ
の
地
域
が
、
征
服
さ
れ
た
年
代
も
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
貢

　
　
納
衷
に
お
い
て
も
カ
ル
ピ
ス
ケ
の
配
備
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
と
し
て
は
記
載
さ
れ
て

　
　
い
な
い
。

、
⑪
「
熱
帯
地
域
」
と
は
、
一
般
的
に
標
高
千
m
以
下
の
土
地
と
考
え
て
い
い
が
、

　
　
ド
ゥ
ラ
ン
の
年
代
記
で
は
、
モ
レ
ロ
ス
州
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑫
い
わ
ゆ
る
寒
冷
地
域
盟
真
玉
裟
㊤
に
属
す
る
標
高
約
二
三
〇
〇
m
以
上
の
土

　
　
地
で
あ
る
。

　
⑬
U
舞
甦
り
。
や
簿
こ
唱
．
ω
。
。
G
。
－
劇
r
9
ぎ
巴
℃
三
婆
。
や
鼠
け
二
唱
』
b
。
O
歯
ド

　
　
O
貧
写
p
ざ
。
や
。
罫
層
℃
．
①
b
。
。

　
　
　
こ
の
神
殿
が
着
工
さ
れ
た
の
は
、
テ
ィ
ソ
ク
時
代
の
一
碧
八
二
年
と
い
わ
れ
、

　
　
前
述
の
テ
ィ
ソ
ク
石
碑
、
太
陽
の
石
勺
δ
『
ロ
温
血
。
一
ω
巳
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
が
同
時
に
奉
献
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
⑭
ト
ラ
カ
エ
レ
ル
は
、
イ
ッ
コ
ア
ト
ル
時
代
か
ら
ア
シ
ャ
ヤ
カ
ト
ル
時
代
ま
で
、

　
　
メ
ヒ
コ
大
領
主
の
補
佐
役
で
あ
る
シ
ウ
ァ
コ
ア
ト
ル
Ω
げ
轟
8
㊤
二
の
称
号
を
有



　
し
、
メ
ヒ
カ
の
政
治
的
改
革
の
立
案
者
で
あ
っ
た
。
モ
テ
ク
ス
マ
　
憶
と
弟
と
い

　
わ
れ
る
。

　
い
8
㌣
勺
。
島
H
一
p
o
や
。
蹄
・
．
℃
℃
■
Φ
一
1
Φ
ρ

⑮
u
震
昌
層
。
℃
。
凶
叶
‘
℃
℃
．
ω
G
。
争
ω
㎝
■

⑯
　
こ
の
花
戦
争
の
由
来
は
、
ア
コ
ス
タ
も
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
神
殿
に
捧
げ

　
る
い
け
に
え
を
調
達
す
る
た
め
に
、
近
隣
の
ト
ラ
ス
カ
ラ
地
方
と
の
戦
争
状
態
を

　
持
続
さ
せ
て
い
た
。

　
　
ア
コ
ス
タ
、
増
田
義
郎
訳
・
註
『
薪
大
陸
自
然
文
化
史
』
東
京
、
一
九
六
六
年
、

　
下
巻
、
四
〇
八
頁
。

　
り
岩
髭
曽
。
や
9
叶
‘
℃
や
亀
Q
。
一
お
．

⑰
囲
σ
峯
噛
や
鍍
P

⑱
録
。
旨
‘
〇
三
ヨ
巴
饗
審
回
噛
ε
．
。
写
魑
や
認
ド

　
　
ト
ル
ケ
マ
ダ
は
七
万
人
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
六
万
人
強
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
9
ρ
〈
鵡
母
p
o
や
9
汁
こ
や
一
さ
⊃
ド

⑲
∪
霞
9
詳
。
℃
■
§
。
℃
贈
凸
ω
。
。
碧
ω
O
，

⑳
目
三
日
二
唱
・
ω
お
凸
け

⑳
　
目
三
鳥
ご
℃
や
ω
ω
？
ω
①
．

⑫
　
テ
ス
コ
コ
に
服
属
す
る
プ
エ
ブ
ロ
の
記
録
と
し
て
、
O
o
岳
。
㊦
O
窪
ヨ
巴
℃
o
℃
o
o
ρ

　
h
。
ぎ
①
押
＄
の
ネ
サ
ワ
ル
コ
ヨ
ト
ル
時
代
の
も
の
と
、
ド
ゥ
ラ
ン
の
ネ
サ
ワ
ル

　
ピ
リ
時
代
の
も
の
と
が
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
テ
ス
コ
コ
領
の
北
東
部
に

　
あ
り
、
ワ
ス
テ
カ
地
方
へ
の
前
哨
基
地
で
あ
っ
た
頃
舞
。
げ
貯
p
ロ
α
q
o
地
方
の
プ
エ

　
ブ
ロ
が
、
後
者
の
記
録
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
貫
納
表

　
で
は
テ
ス
コ
コ
領
に
稲
聴
す
る
第
三
地
区
フ
コ
ル
ワ
カ
ソ
諺
。
o
ぎ
奏
。
p
の
領
域

　
は
縮
小
し
て
い
る
。

　
O
皆
。
。
8
い
O
訂
誌
①
ω
「
、
．
い
げ
日
ρ
ヨ
δ
馨
○
⑦
器
『
巴
讐
男
。
℃
母
艶
ヨ
［
①
葺
p
撃
畠
夢
。

　
　
圃
ヨ
覧
お
o
h
》
8
ぎ
爵
。
塁
．
げ
零
落
§
ご
昏
｝
ミ
計
§
ミ
無
ミ
酔
ミ
ミ
ミ
§

　
　
ぐ
。
ド
ω
①
（
巳
累
）
層
”
℃
噂
学
b
。
N

㊥
　
こ
う
し
て
入
植
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
テ
ス
コ
コ
領
の
北
部
の
シ
ャ
ル

　
ト
カ
ン
湖
岸
で
あ
る
。
図
2
に
み
ら
れ
る
メ
ヒ
コ
の
エ
ス
タ
ソ
シ
ァ
の
分
布
参
照
。
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五
　
モ
テ
ク
ス
マ
ニ
世
時
代
の
メ
ヒ
力
支
配
領
域

　
メ
ヒ
カ
の
第
四
期
の
征
服
活
動
は
、
前
述
の
ウ
ィ
チ
ロ
ポ
チ
ト
リ
の
大
神
殿
の
完
成
後
、
開
始
さ
れ
る
。
　
「
軍
国
主
義
者
」
と
称
さ
れ
る
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ウ
ィ
ツ
ォ
ト
ル
は
戦
線
を
太
平
祥
岸
に
ま
で
拡
大
し
た
。
一
説
に
よ
る
と
か
テ
マ
ラ
か
ら
ニ
カ
ラ
ガ
ま
で
進
出
し
た
と
い
う
。
モ
テ
ク
ス
マ
ニ

世
は
前
領
主
の
征
服
し
た
地
方
の
平
定
と
そ
の
周
辺
部
へ
の
征
服
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
の
制
度
的
な
編
成
を
試
み
よ

う
と
し
た
。
こ
う
し
て
ス
ペ
イ
ン
人
到
着
前
四
十
年
間
弱
で
、
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
は
、
大
西
洋
岸
の
パ
ヌ
コ
川
と
太
平
洋
岸
の
バ
ル
サ
ス
川

の
河
口
を
結
ぶ
線
の
東
南
部
を
ほ
と
ん
ど
覆
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
で
あ
る
。
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階
　
「
帝
国
」
の
塞
白
部

　
（
　
コ
ル
テ
ス
は
、
第
二
書
簡
で
コ
ル
ア
、
す
な
わ
ち
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
の
土
地
に
も
、
コ
ル
ア
に
敵
対
す
る
地
方
や
プ
エ
ブ
ロ
が
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
コ
デ
ィ
セ
・
メ
ン
ド
シ
ノ
第
二
部
の
貢
納
表
は
、
メ
ヒ
カ
の
貢
納
を
徴
収
す
．
る
役
人
カ
ル
ピ
ス
ケ
の
配
備
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

プ
エ
ブ
ロ
を
記
録
し
て
い
る
。
三
八
地
区
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
地
区
の
中
心
地
で
あ
る
主
邑
O
騨
σ
Φ
o
o
巴
ρ
を
含
め
て
約
三
八
○
の
プ
エ
ブ
ロ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
約
四
分
の
三
が
比
定
で
き
る
。
そ
の
プ
エ
ブ
ロ
を
ド
ッ
ト
す
る
と
図
4
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
分
布
密
度
は
メ

ヒ
コ
盆
地
周
辺
部
で
高
く
均
一
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
空
白
部
が
あ
る
。

　
窒
白
部
は
、
メ
ヒ
カ
に
服
属
し
貢
納
は
し
て
い
る
も
の
の
カ
ル
ピ
ス
ケ
の
置
か
れ
て
い
な
い
地
域
、
そ
し
て
未
征
服
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
貢
納
表
が
示
し
て
い
る
時
期
は
、
　
ミ
ス
テ
カ
高
地
の
ト
ラ
チ
ク
ィ
ア
ゥ
コ
日
脚
。
げ
崎
鼠
鍵
げ
o
o
の
征
服
さ
れ
た
一
五
一
一
一
一
二
年
以
後

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
あ
る
。
ま
た
一
五
一
五
年
に
北
東
部
の
ト
ラ
ト
ラ
ウ
ク
ィ
テ
ペ
ク
が
再
征
服
さ
れ
た
記
録
も
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
人
到
着
直
前
の
状
況
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
一
五
一
〇
年
代
後
期
に
征
服
さ
れ
た
プ
エ
ブ
p
に
た
だ
ち
に
カ
ル
ピ
ス
ケ
が
配
備
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
た

と
え
ば
、
ミ
ス
テ
カ
海
岸
部
蜜
一
算
①
＄
O
O
ω
欝
の
リ
オ
・
ベ
ル
デ
川
流
域
の
プ
エ
ブ
ロ
は
、
モ
テ
ク
ス
マ
隔
世
時
代
に
征
服
さ
れ
た
が
、
貢

納
表
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
貢
納
表
は
貢
納
を
納
め
て
い
た
プ
エ
ブ
ロ
で
は
な
く
、
カ
ル
ピ
ス
ケ
の
配
置
さ
れ
て
い
た
プ
エ
ブ
ロ
を
記
載

し
て
い
る
の
で
、
他
の
資
料
に
よ
っ
て
、
メ
ヒ
コ
へ
貢
納
を
納
め
て
い
た
プ
エ
ブ
ロ
を
補
う
必
要
が
あ
る
。

　
三
都
市
同
盟
に
朝
貢
し
て
い
た
プ
エ
ブ
ロ
の
記
録
属
①
日
。
昌
巴
α
①
ざ
ω
層
郎
Φ
σ
ざ
。
。
ω
g
撤
8
ω
巴
ω
①
陣
。
鼠
。
α
①
8
冨
0
5
℃
ρ
P
団
畠
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

｝
o
ω
嶋
β
Φ
寓
ま
暮
ρ
げ
ρ
p
帥
寓
⑩
×
陣
o
P
目
Φ
N
o
幻
o
o
嘱
8
貯
2
℃
ρ
口
に
よ
っ
て
空
白
部
の
い
く
つ
か
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
　
セ
ン
ボ
ア
ラ
、
　
ナ
ウ
ト
ラ
累
窪
げ
菖
騨
な
ど
の
ト
ト
ナ
カ
地
方
、
　
ソ
ス
カ
ト
ラ
ン
ω
o
ω
o
暮
冨
昌
、
　
ナ
ナ
ウ
ァ
テ
ィ
ク
パ
ク
閉
ρ
類
ρ
自
緯
幣

。
℃
騨
。
、
テ
オ
ワ
カ
ン
8
①
o
轟
。
醤
な
ど
の
プ
エ
ブ
ラ
州
南
東
部
か
ら
オ
ア
バ
カ
州
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
テ
ォ
テ
ィ
ト
ラ
ン
・
デ
ル
・
カ

ミ
ノ
地
方
、
そ
し
て
オ
ア
バ
カ
谷
北
東
部
の
山
地
サ
ポ
テ
カ
地
方
お
よ
び
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
地
峡
地
方
が
メ
ヒ
カ
に
服
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
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「アステカ帝国」の成立過程（小林）

蓑2 貢納表に記載されたプエブP

地区名（州名） プエブロ数

1　Tla七elolco（D．F．）

2　Petlacalco　（D．F．）

3　Acolhuac5（Mex．）

4　Quauhnauhuac　（Mor．）

5　Huaxtepec　（Mor）

6　Quauhtitlan　（Mex．）

7　Axocopan（Mex．）

1
9
臼

　
2
26

16

26

7

10

8　Atotonilco　de　Pedrazd　（Hid．）　7

9　Hueypuchtla　（Mex．）　19

10　Atotonilco　el　Grande　（Hid．）　6

11　Xilotepec　（Me’x．）　7

12　Quahuacan　（Mek．）

13　Tuluca　（M6x．）

4
5
6
7

1
1
1
1

Ocuilan　（Mex．）

Malinalco　（Mex．）

Xocotitlan　（M6x．）

Tlachco　（Gue．）

18　Tepequacuilco　（Gue．）

13

12

ρ
0
9
臼
1
0

　
　
．
－

14

－
り
自　
1

14

13

22

6

8

2
n
b
4
【
D

l1

9

F
O
2
1
0

　
　
　
1

14

165　（317）

比定しえたプエブロの数・名

Tecoloapan，　Huicilopochco．　Cocotlan，　Tepopulan｛0工ac，　Cuitlahuac，　Tezcacoac，　Mizquic，　Auchpanco
Tzapotitlan，　Xico，　Tlagoxiuhco

Totolginco，　Tepechpa，　Teacalco，　Tonaytla，

Cenpoalan　Tepetlaoztoc，　Ahuatepec，　Matixco，

Temazcalapa　Tigayuca，　Tegoyuca，　Tlaguilptt，

Epacoyuca，　Ecatepec

Teocalqinco，　Chimalco，　Huigilapa，　Acatlycpac

Xo¢hitepec，　Miacatla，　Coatlan，　Xiuhtepec，

Xoxoutla，　Amacoztitlan，　Yztla，　Atlicholoayan

Xoclximilcaginco，　Quauhtlan，　Anenecuilco，

Olintepec，　Quahuitlyxco，　1｛uigilan，　Tlalticapa，

Coacalce，　Yzamatitla，　TepoztlE，　Yacapichtla，

Tlayacapa，　Xaloztoc，　Tepcpaginco，　Ayoxochapa

Tlayacac，　Nepopoalco，　Atlatlauca，　Totolapa

Amilcinco，

［lreliuiloyocE，　Xalapan，　Tepoxaco，　Cuezcomahuaca

Xiloginco

Atencg，　Tetepanco，　Tezcatepec，　Mizquiyahuala

YzmiquilpE，　Tlaahuililp5，　Tecpatepec

Otlazp銭

Tequixquiac，　Telapanaloya，　Acayoca，

Tezcatepectonco，　Atocpan

Acaxochitla，　Hueyapan，　Tulanginco

Tzayanalquilpan，　Michmaloyan，　Tepetitlan

Tecocauhtla

Tecpan，　Tlalatlauhco，　Acaxochic，　Ameyalco．

Huizquirocan，　Coatepec，　QuauhpanoayE

TIalachco，　Chichicquautlan，　Iluitzgilapa，

Calixtlah岨ca，　Mitepec（Tlacotepec），　Metepec

Cacalomaca，　Ca｝imayan，　Teotenanco，

Tepemaxalco，　Zoquitzinco

Tenantzinco．　Tequaloyan，　Tonatiuhco，　Coatepec

Zonpahuaca

Acamilyxtlahuaca，　Chontalcoatlan，　Teticpac

Nochtepec，　Teotliztacan，　Tlamacazapa

Tepexahualco，　Tzicapacalco　Tetenanco

Chilapan，　Ohuapi，　Huitzoco，　Tlachmalacac，

Yoallan．　Cocolan，　Atenanco，　Chilacachapa，

Teloloapan，　Oztoma，　Yclicateopa，　Alahuizt15，



地区名（川名） プエブロ数

19　9ihuatlan　（Gue．）

20　Tlapan　（Gue．）

21

22．

23

24

25

Tlaエ。・cauhtitlq．n（Gue・）

Quiauhtgopan　（Gue．）

Yoaltepee　（Gue．）

Chalco　（M6x．）

Tgpeacac　（Pue．）

26　Coayxtlahuacan，（Oax．）．

27　Coyolapan　（Qax．）

28　Tlachquiauco　（Oax．）

29　Tochtepec（Oqx．），

30　Xoconochco　（Chiapas）

1
2
0
0
4

3
3
3
3
5
ρ
Q
7
■
8

3
り
0
0
0
3

Quauhtochco　（Ver．）

Cuetlaxtlan　（Ver．）

Tlapacoyan　（Ver．）

Tlatlauhquitepec　（Pue．）

Tuchpa　（Ver．）

Atlan　（Pue．）

Tzicoac　（Ver．）

Oxitipan　（S．L．P．）

cf．　folio　17Y－18r

　　　（図2一△印）

12

14

8
6
6
ハ
0
3

　
　
　
　
2

11

11

3
9
一

．
り
臼

8

7
6
7
1

　
　
　
1

7
．
2
F
D
－11

1

8

7

4
n
O
F
O
2
Q
σ

　
　
　
　
1

10

8

2
り
0

．
－

6

P
D
2
3
Q
》3
2
4
1
11

比定しえたプエブロの数・名

Cuegalan

Panotlqn，　Nochcoc，　Yztapan，　Petlatlan，　Xinuacan

Zacatulan，　Xolochiuhyan

Ychcateop5，　Acuitlaptt．　Malinaltepec，

Tptomixtlqhuaca，　Tetenanco，　Chipetlan

Tolimani，　Ahuagiqinco，　Mitzinco

Olinalan，　Qualac

Ehu，acalco，　Tzilacapan，　？atlanaM，　Yxicaya，

Quqnhxumulq6

Quechulac，　Tecamachalco，　Acatzinco，　Tecalco，

Quq．　uhtinchan，　Chietlan，　Quatlatlauhca，　Tepexic，

薯tz叩・．♀u咳uhquechul・n・

Teg，　pgphtitlan，　Huehuetla，　Tetenanco，　Ceatzinco，

Teopantlan，　Epatlan，　Nacochtlan，　Tepemaxalco

Texopan，　Tamagulapa，　Yancuitlan，　Tepuzculula，

Noghiztlan，Xaltepec，　Tamagolan，

Mictlan　（一tongo），　Cuicatlan，

Etla叫Qu・uxi！otitlan・G・・？・ggfi・・O・tlan・Te＃i．・Pq・

．T．　lq！f　uechahuayt－i，　Macuilxochic

，A．cl｝．io，tla　．

Otlatitlan，　Cogamaloapa，　Mixtlan，　Teotlilan，

Qxitlan，　Chinant．lqn，　P｝．i．ctlap，．Yxmqtla－tlan，　To－

tlan，　Tlagotlalp5

．Mapachtepec，　Macatlan，　Huiztlan，　Huehuetlan

Acapetlatlan

Tototlan，　Tuchgonco，　Ahuilizapan，　Yzteyocan

．Mic．t王anquauhtlan

Xochiquauhti．tlan，　AcaQacatla

．Atenco，　Tegiutlan，　Ayutuchco，　Yayauquitlalpa

Xonoctla，　Teotlalpan，　Ytztepec，　Yaunahuac

Papantla，　Miahuaapa

Tegapotit］an

tvlolanco，　Cozcatecutlan，　Ychc－c　tlan

9itlaltepec，　Tzompanco，　Xaltocap，　，　Acalhuacan，

Coatitlan，．｝luixachtitlan，　Coatlayauhcan

Acolnahuac，　Popotla，　lztacalco，　Chalco　Atenco

註：地区名は，主愚の名．を冠した。

　　　地名の綴りは，Codice　Mendocino に従っている。
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こ
れ
ら
の
う
ち
、
山
地
サ
ポ
テ
カ
を
除
い
た
地
方
は
、
既
に
モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
代
に
メ
ヒ
カ
の
勢
力
が
及
ん
で
い
た
地
域
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
ポ
チ
テ
カ
な
ど
の
交
易
活
動
と
関
連
し
て
貢
納
が
メ
ヒ
コ
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
方
は
、
彼
ら
商
人
の
自
由
通
行
、
商
業

活
動
の
認
可
と
い
う
形
で
メ
ヒ
カ
の
勢
力
に
服
属
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
は
メ
ヒ
カ
商
人
の
安
全
を
脅
さ
な
い
限
り
征
服
さ
れ
る
こ
と
は

　
　
　
⑧

な
か
っ
た
。
し
か
し
第
四
期
の
大
拡
張
期
に
お
い
て
は
メ
ヒ
カ
の
利
権
を
拡
大
、
独
占
し
、
直
接
的
な
支
配
を
め
ざ
し
て
、
征
服
が
始
ま
る
。

た
と
え
ば
、
　
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
地
方
は
、
　
ア
ウ
ィ
ツ
ォ
ト
ル
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ソ
コ
ノ
ス
コ
、
シ
ョ
ロ
ト
ラ
区
9
0
窪
ρ
、
　
マ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

テ
カ
護
三
号
Φ
魯
の
諸
地
方
が
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
に
対
し
て
攻
撃
を
し
か
け
、
メ
ヒ
カ
の
商
人
の
活
動
を
阻
害
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
ア
ナ
ワ
ク
地
方
へ
の
メ
ヒ
カ
の
支
配
権
は
、
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
メ
ヒ
カ
の
利
権
の
拡
大
は
旧
来
ト
ラ
ス
カ
ラ
、
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ス
コ
識
の
勢
力
が
卓
越
し
て
い
た
ト
ト
ナ
カ
地
方
に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
支
配
権
は
ス
ペ
イ
ン
人
到
着
時
代
に
お
い
て
も
不

安
定
で
あ
っ
た
。
コ
ル
テ
ス
自
身
も
こ
う
し
た
セ
ン
ボ
ア
ラ
地
方
の
様
子
を
記
録
し
て
お
り
、
セ
ン
ボ
ア
ラ
が
近
年
ま
で
独
立
し
て
い
た
と
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

べ
て
い
る
。
デ
ィ
ア
ス
も
セ
ン
ボ
ア
ラ
の
反
メ
ヒ
カ
の
雰
囲
気
を
描
写
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ヒ
カ
商
人
の
交
易
活
動
と
の
関
連
で
、
メ
ヒ
カ
の
同
盟
関
係
に
あ
り
、
ポ
チ
テ
カ
の
自
由
通
行
を
保
証
し
て
い
た
の
が
、
テ
ォ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

テ
ィ
ト
ラ
ン
・
デ
ル
・
カ
、
ミ
ノ
地
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は
通
過
す
る
メ
ヒ
カ
に
対
し
て
宿
舎
、
食
料
を
提
供
し
て
い
た
。
ま
た
メ
ヒ
カ
の

軍
隊
に
対
し
て
物
資
を
調
達
す
る
プ
エ
ブ
ロ
も
あ
り
、
特
に
ミ
ス
テ
カ
低
地
北
野
の
チ
ア
ゥ
ト
ラ
O
ぼ
碧
鰻
掴
、
ピ
ア
ス
ト
ラ
な
ど
の
テ
ィ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ク
時
代
に
統
治
老
の
派
遣
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
ロ
を
付
加
す
れ
ば
、
よ
り
明
確
に
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
、
す
な
わ
ち
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
の
広
が
り
が
画
定
さ
れ
る
。
し

か
し
依
然
と
し
て
「
帝
国
隔
内
に
空
白
部
が
残
る
。
こ
れ
が
未
征
服
地
域
で
あ
る
。
未
征
服
地
域
は
二
つ
に
分
類
さ
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
メ
ヒ

カ
に
と
っ
て
経
済
的
魅
力
の
乏
し
い
交
通
不
便
な
熱
帯
低
地
な
ど
で
あ
る
。
バ
ル
サ
ス
川
流
域
の
低
地
、
パ
パ
ロ
ア
パ
ン
川
支
流
エ
バ
ン
ヘ
リ

ス
四
川
流
域
、
同
支
流
ト
ン
ト
川
流
域
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
羽
毛
、
宝
石
、
カ
カ
オ
な
ど
の
特
産
物
も
な
く
、
粗
放
な
焼

畑
農
業
に
よ
る
生
産
力
も
低
く
、
現
代
に
お
い
て
も
未
開
発
地
域
で
あ
り
ダ
ム
建
設
の
候
補
地
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
が
、
メ
ヒ
カ
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と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
独
立
領
主
国
で
あ
る
。

　
　　
二
独
立
領
主
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
れ
ら
の
諸
独
立
領
空
国
に
つ
い
て
は
ス
ペ
イ
ン
人
も
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
既
述
し
た
よ
う
に
メ
ヒ
コ
領
主
即
位
式
、
神
殿
落

成
式
な
ど
に
敵
性
国
の
領
主
が
招
待
さ
れ
て
お
り
、
　
そ
の
記
録
も
あ
る
。
　
こ
の
記
録
を
一
四
八
七
年
の
神
殿
落
成
式
、
　
一
五
〇
七
年
の
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

区
繋
げ
ヨ
。
首
玉
一
の
替
り
目
の
「
新
し
い
火
」
の
大
祭
式
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
後
老
で
は
ワ
ス
テ
カ
地
方
の
チ
ウ
コ
ア
ク
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
度
征
服
さ
れ
る
と
招
待
は
さ
れ
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
五
〇
七
年
の
記
録
で
は
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
、
チ
ョ
ル
ラ
、
ウ
ェ
シ
ョ
チ
ン
コ
、
ト
リ
リ
ウ
ク
ィ
テ
ペ
ク
と
い
っ
た
ト
ラ
ス
カ
ラ
を
中
心
と
し

た
諸
領
主
国
、
メ
チ
ョ
ア
カ
ン
寓
8
げ
8
0
ρ
鵠
、
メ
ッ
テ
ィ
ト
ラ
ン
、
ヨ
ピ
チ
ン
コ
が
招
か
れ
て
い
る
。
征
服
者
、
修
道
僧
な
ど
の
記
録
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

メ
ヒ
カ
の
支
配
下
に
な
い
地
域
と
し
て
ほ
ぼ
同
一
の
地
方
を
あ
げ
て
い
る
。
　
た
だ
両
者
と
も
オ
ア
バ
カ
州
の
南
都
の
ト
ト
テ
ペ
ク
・
デ
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ス
ル
日
。
げ
。
け
Φ
℃
8
α
巴
ω
旨
、
地
方
を
あ
げ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
独
立
領
主
国
と
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
と
の
前
線
を
ダ
ビ
エ
ス
の
詳
細
な
研
究

を
参
考
に
し
て
、
図
4
に
図
示
し
た
。

　
メ
チ
ョ
ア
カ
ン
と
は
タ
ラ
ス
カ
の
別
称
で
あ
り
、
　
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
に
対
抗
す
る
唯
一
の
組
織
だ
っ
た
勢
力
で
あ
っ
た
。
メ
ヒ
カ
は
ア
シ

ャ
ヤ
カ
ト
ル
時
代
に
一
時
侵
入
し
た
も
の
の
以
後
は
守
勢
に
た
っ
て
お
り
、
論
叢
の
境
界
は
大
き
な
変
化
を
示
ざ
な
い
。
時
お
り
、
タ
ラ
ス
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
ト
ラ
ス
コ
、
テ
ペ
ク
ァ
ク
イ
ル
コ
地
区
の
西
部
へ
侵
入
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
オ
ス
ト
マ
○
纂
。
葺
騨
を
始
め
と
す
る
要
塞
が
建
設
さ
れ
て

い
た
。
タ
ラ
ス
カ
は
ス
ペ
イ
ン
人
畜
着
時
に
お
い
て
も
軍
事
的
拡
張
を
続
け
て
お
り
、
　
「
タ
ラ
ス
カ
帝
国
」
は
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
と
同
じ
道

を
た
ど
ろ
う
と
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
他
の
独
立
領
主
国
は
、
次
第
に
メ
ヒ
カ
に
吸
収
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
ト
ラ
ス
カ
ラ
は
七
三
ヒ
カ
関
係
に

お
い
て
特
殊
な
状
況
に
あ
っ
た
。
一
五
世
紀
中
頃
ま
で
ト
ラ
ス
カ
ラ
は
メ
ヒ
コ
湾
岸
地
方
と
の
交
易
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
い
た
。
遠
く
ア
ナ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ク
地
方
ま
で
商
人
が
出
か
け
て
い
た
。
し
か
し
オ
リ
サ
バ
地
方
な
ど
の
同
盟
国
が
メ
ヒ
カ
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
、
メ
ヒ
カ
に
よ
る
経
済
的
封
鎖
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⑳

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
包
囲
網
は
北
西
部
で
サ
カ
ト
ラ
ン
な
ど
の
小
領
主
国
が
い
わ
ば
緩
衝
地
帯
と
な
り
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
南
西
部
の
ア
ト
リ
ス
コ
平
原
が
主
戦
場
と
な
っ
た
。
モ
テ
ク
ス
マ
ニ
世
の
対
ト
ラ
ス
カ
ラ
戦
争
に
よ
り
、
チ
ョ
ル
ラ
、
ウ
ェ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヨ
チ
ン
コ
は
メ
ヒ
カ
の
支
配
下
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
く
が
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
は
独
立
を
維
持
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
メ
ヒ
コ
盆
地
か
ら
の

亡
命
者
な
ど
の
傭
兵
、
要
塞
の
構
築
な
ど
戦
闘
能
力
の
強
化
と
と
も
に
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
対
メ
ヒ
カ
の
戦
争
の
特
殊
な
性
格
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
花
戦
争
と
い
う
い
け
に
え
調
達
の
た
め
の
儀
礼
的
戦
争
で
あ
る
面
が
強
く
、
全
面
的
な
征
服
戦
争
の
舞
台
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

海
岸
部
へ
の
ル
ー
ト
を
掌
握
し
た
メ
ヒ
カ
に
と
っ
て
は
ト
ラ
ス
カ
ラ
自
体
は
経
済
的
に
魅
力
を
も
た
な
か
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
メ
ヒ
カ
の
征
服
の
前
線
は
オ
ア
バ
カ
州
な
ど
の
南
東
部
で
あ
り
、
そ
し
て
北
東
部
の
ワ
ス
テ
カ
地
方
で
あ
っ
た
。
メ
ッ
テ
ィ
ト
ラ
ン
お
よ
び

ト
ト
テ
ペ
ク
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
は
、
イ
ダ
ル
ゴ
州
東
部
に
あ
り
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
、
ワ
ス
テ
カ
、
メ
ヒ
カ
な
ど
と
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
経
済
的
に
貧
困
で
あ
り
、
メ
ヒ
カ
に
ク
ェ
チ
ト
ラ
ン
○
器
。
馨
団
讃
の
塩
山
を
掌
握
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
、
外
面
的
独
立
に
も
拘
ら
ず
メ
ヒ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
勢
力
に
屈
服
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
ヨ
ピ
チ
ン
コ
は
ゲ
レ
ロ
州
東
部
の
ヨ
ピ
語
を
話
す
未
開
な
部
族
の
連
合
で
あ
っ
た
。
し
か

し
ヨ
ピ
は
メ
ヒ
カ
と
と
も
に
伝
承
の
故
地
ア
ス
ト
ラ
ン
》
暮
㌶
口
を
出
立
し
た
一
支
族
と
考
え
ら
れ
、
　
メ
ヒ
カ
の
宗
教
体
系
に
お
い
て
特
別
の

　
　
　
　
　
　
　
⑳

意
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
敵
性
国
と
は
別
格
の
形
で
招
待
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
ト
ト
テ
ペ
ク
・
デ
ル
・
ス
ル
は
敵
性
国
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
一
五
〇
七
年
の
大
祭
式
の
記
録
な
ど
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
ト
ト
テ
ペ
ク
は
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
、
ト
ラ
チ
ク
ィ
ア
ウ
コ
、
ト
リ
ィ
ラ
ン
ト
ン
コ
日
岳
置
簿
○
ロ
o
o
と
と
も
に
ミ
ス
テ
カ
の
四
王
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

形
成
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
三
者
が
一
種
の
連
合
体
と
し
て
ミ
ス
テ
カ
高
地
を
占
拠
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ト
ト
テ
ペ
ク
は
主

と
し
て
ミ
ア
ウ
ト
ラ
ン
山
地
南
麓
の
太
平
洋
岸
を
占
拠
し
て
い
た
。
そ
し
て
ミ
ス
テ
カ
の
他
に
サ
ポ
テ
カ
、
チ
ャ
テ
ィ
ノ
O
げ
暮
言
○
族
な
ど
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

居
住
し
て
お
り
単
純
な
領
主
国
と
は
い
え
ず
、
小
規
模
な
が
ら
も
「
帝
国
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
ミ
ス
テ
カ
高
地
が
、
オ
ア
バ
カ
谷
ー
テ

ワ
ン
テ
ペ
ク
地
方
に
通
ず
る
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
早
く
か
ら
メ
ヒ
カ
の
勢
力
が
漫
透
し
た
の
に
反
し
、
ト
ト
テ
ペ
ク
は
メ

ヒ
カ
と
直
接
対
峠
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
リ
オ
・
ベ
ル
デ
川
上
流
域
の
ミ
ス
テ
カ
、
サ
ポ
テ
カ
系
の
プ
エ
ブ
ロ
と
抗
争
し
て
い
た
。
こ
う
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し
た
事
情
が
、
ト
ト
テ
ペ
ク
が
敵
性
国
と
し
て
メ
ヒ
コ
に
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
う
し
た
諸
地
方
の
他
に
も
、
コ
岬
ノ
ツ
コ
ア
ル
コ
川
流
域
の
よ
う
に
メ
ヒ
カ
の
直
接
の
支
配
を
排
除
し
て
い
た
地
方
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ポ
チ
テ
カ
な
ど
メ
ヒ
カ
系
商
人
の
商
業
活
動
を
黙
認
す
る
よ
り
他
に
手
だ
て
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
三
　
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
の
統
治

　
（
　
こ
う
し
て
画
定
さ
れ
た
メ
ヒ
カ
の
支
配
領
域
一
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
の
内
部
は
、
決
し
て
均
一
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ル
ピ
ス
ケ
の
配

備
さ
れ
た
プ
エ
ブ
揖
の
分
布
密
度
の
差
、
貢
納
品
目
の
差
な
ど
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
メ
ヒ
カ
の
土
地
呂
①
×
8
節
《
o
菖
一
畿
内
と
、
そ

う
で
な
い
地
方
一
畿
外
と
で
は
異
な
っ
た
統
治
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　
コ
デ
ィ
セ
・
メ
ン
ド
シ
ノ
h
O
ぎ
嵩
．
山
。
。
．
は
、
メ
ヒ
カ
に
よ
っ
て
罪
質
に
配
備
さ
れ
た
要
塞
に
つ
い
て
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
要
塞
は
、
テ
ス
コ
コ
湖
岸
の
一
一
の
プ
エ
ブ
ロ
（
図
2
参
照
）
か
ら
徴
発
さ
れ
た
人
員
に
よ
っ
て
防
備
、
植
民
さ
れ
、
メ
ヒ
カ
中
央
政
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

官
職
の
称
号
を
有
す
る
聖
・
俗
解
名
の
総
督
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
要
塞
は
一
一
あ
り
、
図
4
に
示
し
た
よ
う
に
い
ず
れ
も

畿
外
に
あ
っ
た
。
北
東
の
ア
ト
ラ
ン
跨
註
露
、
テ
サ
ポ
テ
ィ
ト
ラ
ン
目
Φ
舜
℃
o
江
菖
露
は
、
メ
ッ
テ
ィ
ト
ラ
ン
包
囲
網
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
ワ
ス
テ
カ
地
方
支
配
の
要
で
あ
っ
た
。
ク
ァ
ウ
ト
ス
コ
、
イ
ッ
テ
ヨ
カ
ン
犀
蓉
Φ
唄
o
o
ρ
⇔
、
ア
ッ
ァ
カ
ン
》
け
N
ρ
o
斜
昌
の
三
要
塞
は
、
オ
リ

サ
バ
山
東
麓
に
あ
り
、
ト
ト
ナ
カ
地
方
の
平
定
活
動
の
基
地
で
あ
り
、
同
時
に
メ
ヒ
コ
湾
岸
へ
の
商
業
交
易
活
動
の
安
全
を
保
障
し
て
い
た
。

オ
ス
ト
マ
は
既
述
の
如
く
タ
ラ
ス
カ
に
対
す
る
防
衛
基
地
で
あ
っ
た
。
ク
ェ
チ
ュ
ル
テ
ナ
ン
コ
ρ
餌
Φ
。
げ
巳
富
噴
き
8
は
ゲ
レ
ロ
州
太
平
洋
岸
へ

至
る
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
と
と
も
に
ヨ
ピ
チ
ン
コ
包
囲
網
の
基
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
チ
ア
パ
ス
州
太
平
洋
岸
の
ソ
コ
ノ
ス
コ
に
も
要
塞
が
置
か

れ
、
羽
毛
、
宝
石
、
カ
カ
オ
な
ど
の
貴
重
品
の
産
地
の
確
保
と
治
安
維
持
に
あ
た
っ
た
と
い
え
る
。

　
畿
外
に
お
け
る
最
も
文
明
的
な
地
方
で
あ
っ
た
、
ミ
ス
テ
カ
高
地
、
オ
ア
バ
カ
谷
に
対
し
て
は
、
ソ
ソ
ラ
ン
9
0
。
嶋
2
雪
、
ウ
ァ
ス
ヤ
カ
ク
缶
煽
甲

×
団
鴛
ρ
o
の
他
に
ボ
ク
テ
ペ
ク
男
O
o
富
℃
Φ
o
に
も
要
塞
が
置
か
れ
た
と
考
え
う
る
。
ミ
ス
テ
カ
高
地
は
貢
納
表
の
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
地
区
、

ト
ラ
チ
ク
ィ
ア
ウ
コ
地
区
に
、
オ
ア
バ
カ
谷
は
、
コ
ヨ
ラ
パ
ン
O
o
団
。
貯
℃
ρ
昌
地
区
に
、
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
い
え
る
。
こ
の
二
地
方
の
メ
ヒ
カ
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侵
入
前
の
政
治
的
中
心
地
で
あ
っ
た
ト
リ
ィ
ラ
ン
ト
ン
コ
、
テ
オ
サ
ポ
ト
ラ
ン
日
8
饗
℃
o
臨
ρ
口
の
両
者
が
貢
納
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
二
つ
の
中
心
地
プ
エ
ブ
ロ
に
服
属
し
て
い
た
周
囲
の
プ
エ
ブ
ロ
は
貢
納
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヒ
カ
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
勢
力
下
に
お
い
た
も
の
の
旧
王
統
の
権
威
を
否
定
せ
ず
独
自
の
領
主
権
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
旧
来
の
プ
エ
ブ

油
単
の
服
属
関
係
は
認
め
ず
、
そ
の
旧
王
統
の
領
主
権
を
領
主
の
居
住
す
る
プ
エ
ブ
ロ
の
み
に
限
定
し
、
他
の
プ
エ
ブ
ロ
に
は
メ
ヒ
カ
の
カ
ル

ピ
ス
ケ
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ル
ピ
ス
ケ
を
配
置
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
も
自
由
に
領
主
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
旧
来
の
独
立
性
を

完
全
に
失
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
オ
ア
バ
カ
谷
に
お
け
る
メ
ヒ
カ
の
支
配
は
更
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
本
来
は
サ
ポ
テ
カ
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
肥
沃
な
オ
ア
バ
カ
谷
に
は
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

世
紀
以
来
ミ
ス
テ
カ
の
植
民
活
動
が
続
い
て
い
た
。
メ
ヒ
カ
の
こ
の
地
区
支
配
の
中
心
は
、
ミ
ス
テ
カ
の
植
民
プ
エ
ブ
ロ
で
あ
っ
た
コ
ヨ
ラ
バ

ソ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
サ
ポ
テ
カ
の
政
治
的
中
心
テ
オ
サ
ポ
ト
ラ
ン
に
北
接
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ウ
ァ
ス
ヤ
カ
ク
要
塞
に
お
け
る
軍
・
事
力

を
背
景
に
、
ミ
ス
テ
カ
の
植
民
を
認
め
た
サ
ポ
テ
カ
系
の
プ
エ
ブ
ロ
に
カ
ル
ピ
ス
ケ
を
メ
ヒ
カ
は
配
備
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
テ
ォ
テ
ィ
ト

ラ
ン
・
デ
ル
・
バ
ジ
ェ
円
Φ
o
凡
俗
ρ
ロ
α
鉱
く
巴
圃
①
の
よ
う
に
、
コ
ヨ
ラ
パ
ン
、
テ
オ
サ
ポ
ト
ラ
ン
、
そ
し
て
テ
ワ
ン
テ
ペ
ク
の
三
着
に
貢
納
を

納
め
る
と
い
っ
た
複
雑
で
重
溺
的
な
支
配
関
係
が
、
オ
ア
バ
カ
谷
に
は
み
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
人
が
オ
ア
バ
カ
谷
に
到
着
し
た
時
も
、

プ
エ
ブ
ロ
問
の
抗
争
が
続
い
て
い
た
。
メ
ヒ
カ
の
要
塞
ウ
ァ
ス
ヤ
カ
ク
の
軍
事
力
も
絶
対
的
で
は
な
く
し
ば
し
ば
包
閉
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、

モ
テ
ク
ス
マ
一
世
時
代
に
征
服
さ
れ
た
ミ
ス
テ
カ
高
地
北
部
の
コ
ァ
イ
ス
ト
ラ
ワ
カ
の
よ
う
に
メ
ヒ
カ
の
統
治
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
旧
来

の
領
主
権
を
否
定
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
も
あ
っ
た
。

モ
テ
ク
ス
三
儀
時
代
に
統
治
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
プ
エ
ζ
の
響
は
・
貢
納
表
の
各
地
区
の
禽
と
一
致
す
る
例
が
多
や
二
〇
の

う
ち
一
五
が
一
致
し
て
お
り
、
貢
納
表
の
地
区
の
番
号
で
列
記
す
れ
ば
、
二
、
四
、
五
、
七
、
八
、
一
一
、
＝
二
、
一
四
、
一
七
、
一
八
、
二

〇
、
二
六
、
三
二
、
三
五
、
三
七
の
各
地
区
の
主
邑
で
あ
る
。
　
一
致
し
な
い
五
プ
エ
ブ
ロ
の
う
ち
、
　
ア
ト
ク
パ
ン
箆
8
。
℃
窪
と
H
言
。
巳
甲

。
巳
¢
欝
覧
げ
。
は
第
九
、
ア
ヨ
チ
ン
テ
ペ
ク
》
》
、
○
欝
三
富
℃
①
o
は
第
二
九
地
区
に
あ
る
。
｝
夕
霧
巴
8
は
、
テ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
の
四
大
地
区
の
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「アステカ帝国」の成立過程（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
つ
で
あ
る
南
西
部
の
冨
。
唄
。
薄
霧
地
区
の
島
で
あ
る
。
q
ρ
饗
口
は
メ
ヒ
コ
盆
地
の
北
東
部
に
広
が
る
ア
パ
ン
平
原
の
プ
エ
ブ
ロ
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
は
、
テ
ィ
ソ
ク
時
代
の
そ
れ
と
基
本
的
に
は
大
差
は
な
い
。
メ
ヒ
コ
市
内
に
あ
る
℃
①
二
騨
。
巴
。
P
》
N
鏡
。
巴
。
o

を
除
け
ば
、
メ
ヒ
コ
盆
地
内
の
三
都
市
同
盟
を
構
成
し
て
い
る
有
力
プ
エ
ブ
ロ
の
支
配
地
域
一
貢
納
表
の
第
一
、
三
、
六
、
一
二
、
二
四
地
区
－

に
は
メ
ヒ
カ
の
統
治
老
は
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
。
メ
ヒ
コ
の
エ
ス
タ
ン
シ
ァ
拡
張
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
独
自
の
領
主
の
領
主
権
は
認
め
ら
れ

　
⑯
て
い
た
。
統
治
者
の
派
遣
さ
れ
た
プ
エ
ブ
ロ
は
、
第
三
期
の
征
服
活
動
期
に
メ
ヒ
カ
の
支
配
下
に
入
っ
た
地
方
に
あ
る
。

　
そ
の
分
布
が
テ
ィ
ソ
ク
時
代
以
上
に
拡
張
し
な
か
っ
た
の
は
、
第
四
期
の
大
拡
張
期
に
メ
ヒ
カ
の
勢
力
下
に
入
っ
た
地
方
の
統
治
支
配
が
、

そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
い
た
か
ら
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
旧
来
の
プ
エ
ブ
ロ
の
領
主
権
を
纂
奪
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
覆

い
被
さ
る
形
で
功
利
的
に
貢
納
を
手
に
し
ょ
う
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
治
安
維
持
を
、
軍
事
的
要
塞
の

武
力
に
よ
っ
て
保
持
し
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
遠
隔
地
に
お
け
る
メ
ヒ
カ
の
支
配
は
、
基
本
的
に
は
個
々
の
プ
エ
ブ
戸
と
の
服
属
一
貢
納
関
係
の
代
数
的
な
総
和
を
越
え
る
ま
で

に
は
、
貫
徹
し
え
な
か
っ
た
。
貢
納
表
の
各
地
区
は
、
必
ら
ず
し
も
そ
の
地
方
の
旧
来
の
政
治
的
領
域
を
踏
襲
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
旧
来

の
ま
と
ま
り
を
解
体
す
る
傾
向
さ
え
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
メ
ヒ
カ
の
軍
国
力
の
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
再
統
合
す
る
の
で
な
く
、
い
た
ず
ら
に

プ
エ
ブ
ロ
間
の
反
抗
・
紛
争
を
倍
増
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
う
し
て
「
ア
ス
テ
カ
帝
国
」
完
成
の
前
段
と
も
い
え
る
一
種
の
政
治

的
ア
ナ
ー
キ
ー
が
、
メ
ヒ
カ
の
専
制
体
制
へ
の
傾
斜
と
と
も
に
み
ら
れ
た
。

　
統
一
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
東
方
の
海
上
か
ら
来
た
白
き
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ケ
ッ
ア
ル
コ
ア
ト
ル
の
再
来
、
新
し
い
生
命
の
太
陽

の
世
紀
の
到
来
で
は
な
く
、
ハ
。
フ
ス
ブ
ル
ク
家
の
「
世
界
帝
国
」
へ
の
先
兵
、
征
服
者
と
宣
教
師
で
あ
っ
た
。

　
①
鼠
口
諏
o
N
・
O
p
ヨ
践
σ
q
ρ
o
や
9
庁
・
・
や
冨
O
・
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
推
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
土
着
史
料
の
多
く
は
、
メ
ヒ
コ
の
商
人
あ
る
い
は
使
節
が
ガ
テ
マ
ラ
　
　
　
　
　
Ω
ρ
≦
一
段
ρ
。
や
。
一
f
℃
・
這
膳
嚇
O
凄
。
・
。
P
。
℃
・
。
凶
f
（
三
章
注
⑩
）
℃
．
ら
。
c
。
。
。
■

　
　
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
征
服
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
　
②
6
0
ユ
雰
．
o
や
9
叶
こ
や
紹
・

　
　
こ
の
地
方
に
も
ナ
ワ
ト
ル
語
系
の
住
民
が
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
征
服
活
動
が
あ
っ
　
　
③
従
来
、
貢
納
表
に
託
載
さ
れ
て
い
る
プ
エ
ブ
ロ
は
メ
ヒ
カ
に
貢
納
を
納
め
て
い
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た
プ
エ
ブ
ロ
で
あ
る
と
い
う
通
説
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し

　
　
く
な
い
。
．
例
を
あ
げ
れ
ば
、
第
一
八
地
区
テ
ペ
ク
ァ
グ
イ
ル
コ
地
区
の
オ
ス
ト
マ

　
　
は
既
述
の
よ
う
に
要
塞
の
あ
っ
た
ブ
エ
ブ
ロ
で
あ
り
、
そ
の
住
民
に
は
貢
納
が
課

　
　
せ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
O
o
象
8
鼠
。
民
o
o
貯
ρ
｛
o
剛
一
〇
b
。
ρ
b
。
鷺
”
b
。
曽

　
　
の
プ
エ
ブ
ロ
を
表
わ
す
絵
文
字
を
ロ
ー
マ
字
化
し
た
部
分
に
、
．
Ω
畠
営
×
ρ
鐸
。
，
、

　
　
．
、
℃
口
Φ
乞
。
、
．
ど
付
加
さ
れ
て
い
る
鱗
実
を
尊
重
す
れ
ば
、
　
こ
れ
ら
の
プ
エ
ロ
ブ

　
　
に
カ
ル
ピ
ス
ケ
が
駐
在
し
、
周
囲
の
地
区
の
買
玉
徴
収
に
従
纂
し
て
い
た
と
解
釈

　
　
す
べ
ぎ
．
で
あ
ろ
う
。

　
④
本
稿
で
は
、
バ
ー
ロ
ー
の
比
定
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
以
後
の
研
究
を
も
と
に
若

　
　
干
の
補
正
を
加
え
た
。
特
に
バ
ー
ロ
ー
の
地
図
で
は
、
第
二
九
、
三
〇
地
区
で
の

一
　
プ
エ
ブ
ロ
の
位
澄
が
大
き
く
ず
れ
て
い
た
の
で
大
幅
に
修
正
し
た
。

　
　
尉
脚
昌
9
く
℃
o
や
。
託
喩
O
曾
げ
㊤
a
㌧
℃
①
8
弓
り
睡
偽
ミ
§
8
馬
ぎ
韓
無
ミ
帖
ミ
N
O
馬
£
・

　
　
　
唖
愚
ミ
駄
審
§
憩
黛
ぎ
噂
O
脚
日
ぴ
臥
α
α
q
o
噛
H
㊤
刈
b
3
■
．

　
　
諺
註
ρ
匂
ゆ
－
昌
賃
Φ
＜
o
㊤
鉱
ρ
の
℃
o
旨
口
ρ
山
Φ
ご
器
娼
口
σ
一
甘
ρ
旨
①
首
。
騨
嵩
四
竃
①
蝕
o
o
隔

　
　
　
お
鳶
■

　
⑤
　
O
巨
ヨ
巴
℃
9
三
詳
。
℃
．
o
沖
r
ワ
ト
σ
ω
紳
や
。
鼠
8
諺
自
三
P
や
『
ρ

　
　
　
前
者
が
一
五
一
一
年
、
後
者
が
一
五
．
一
二
年
の
出
来
纂
と
し
て
い
る
。

　
　
｝
ロ
Ω
⑦
同
。
励
O
島
国
噺
騨
昌
α
閃
。
頃
’
切
騨
誌
O
♂
く
讐
、
．
円
げ
Φ
蜜
餌
坤
N
①
円
二
σ
口
け
O
O
h
》
角
O
O
け
Φ
糎

　
　
　
N
ロ
讐
騨
、
o
。
国
ヨ
導
線
．
．
魑
雪
面
§
ミ
恥
ミ
導
馬
§
象
。
軸
ミ
四
切
ミ
§
い
詩
ミ
O
騎
壕
斜
ミ
y
〈
o
｝
．

　
　
　
ω
ρ
（
お
お
）
”
憎
や
無
Q
Q
も
一
．

　
⑥
O
匿
ヨ
巴
℃
昏
旦
。
℃
．
9
け
‘
℃
．
b
。
。
。
。
。
■

　
　
　
こ
の
年
に
、
テ
．
ス
コ
コ
王
ネ
サ
ワ
ル
ピ
リ
が
死
去
し
、
メ
ヒ
コ
領
主
の
介
入
に
．

　
　
よ
っ
て
、
カ
カ
マ
チ
ン
O
”
8
ヨ
緯
叢
雲
が
即
位
し
た
。

　
⑦
こ
の
記
録
は
三
都
市
に
貢
納
す
る
プ
エ
ブ
ロ
と
し
て
約
三
四
〇
の
地
名
を
あ
げ

　
　
て
い
る
。
そ
の
プ
エ
ブ
ロ
の
分
布
は
、
現
在
の
ベ
ラ
ク
ル
ス
、
オ
ア
バ
カ
、
ゲ
レ

　
　
ロ
、
チ
ア
パ
ス
お
よ
び
プ
エ
ブ
ラ
州
に
特
に
濃
密
で
あ
り
、
メ
ヒ
コ
、
イ
ダ
ル
ゴ
、

　
　
モ
レ
ロ
ス
州
に
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
っ
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縁
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財
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の
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ま
り
蜜
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．
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。
。
王
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の
翌
年
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○
彰
。
〉
＄
二
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二
の
芦
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．
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火
の
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量
の
犠
牲
奉
納
で
挙
行
し
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い
た
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．
一
五
〇
七
年
か
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第
八
世
紀
に
な
る
。
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「アステカ帝醐」の成立過程（小林）
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。
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大
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
コ
デ
ィ
セ
は
屏
風
絵
の
如
く
、
左
か
ら
右
へ
と
各
一
葉
を
展
開
す
る
。
征
服
記
の
一
葉
自
体
は
、
メ
ヒ
カ
の
拡
大
過
程
の
一
断
面
を
表
わ
す

だ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
一
断
面
の
復
原
す
ら
、
他
史
料
と
の
相
互
比
較
、
考
古
学
的
裏
付
け
と
い
う
、
一
九
世
紀
以
来
の
メ
ヒ
カ
ニ

ス
ト
に
よ
る
研
究
成
果
の
蓄
積
に
も
拘
ら
ず
、
未
だ
容
易
な
作
業
で
は
な
い
。
本
稿
は
メ
ヒ
カ
の
軍
事
的
拡
張
の
勢
い
に
、
ひ
き
ず
ら
れ
た
感

が
し
な
い
で
も
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
人
身
着
時
に
お
い
て
メ
ヒ
カ
が
こ
う
し
て
拡
大
し
た
支
配
領
域
を
、
い
か
に
統
合
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、
征
服
記
自
体
は
明
確
に
は
物
語
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
貢
納
表
の
分
析
を
必
要
と
す
る
。
メ
ヒ
カ
の
権
力
の
中
心
か
ら
の
隔
り
に

よ
っ
て
、
　
「
帝
国
」
の
領
域
統
治
が
質
的
な
差
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、
貢
納
体
系
で
は
よ
り
明
確
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
朋
稿
で
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
・
京
都
市
左

（328） 176



The　Process　of　the　Formation　of　the　“Aztec　Empire”

　　　　　　　　　　　　　Essay　based　on　native　Sources

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　Munehiro　Kobayashi

　　Among　the　Codices，　called　Xiuhamatl，　which　describe　the　history　of

mexican　natives　on　the　amate　paper，　we　have’a　chronicle　called　Codice

Mendocino．　lt　enum’ ?ｒａｔｅｓ　pueblos　conquer’?ｄ　by　Huey－tlatoani，　supreme

rulers　of　the　Culhua－Mexica，　dominant　tribe　of　the　“Aztec　Empire”．

According　to　the　chronicle，　the　rnovement　of　the　conquest　is　divided

into　four　periods．

　　The　first　is　a　period　of　the　mercenery　of　Tepanecas，　and　the　second

is　that　of　the　establishment　of　tke　leadership　of　the　Triple－Alliance

ln　the　Mexican　Basin．　After　tliese　periods　the　Mexica　pushed　into

the　Tierra　Calientes．　This　military　expansion　had　been　very　violent

throughout　the　third　period　when　they　seized　the　important　places

a｝ong　the　trade　routes．　ln　tke　fourth　period，　they　tried　to　bring　the

centres　of　valuable　products　（i．　e．　cacao，　gQld，　feather．　etc．）　under　their

《ユ圭rect　contro玉。

TheY　aGministrated　not　only　by　stationing　tribute－co11ectors　called

Calpixque　at　many　plaqes　（＝一about　380），　but　also　by　dispatching　tlie

governors，　Tecuhtli，　to　the　important　places．　The　military　fortresses

in　the　strategic　places　commanded　the　distant　conquered　reglons　by

taking　advantage　of　their　old　political　relations．　But　on　account　of

the　undeveloped　communication　system，　these　military　fortresses　could

not　supress　the　confiicts　among　pueblos　in　the　distant　regions，　and　the

political　anarchy　arose　in　the　“Aztec　Emp4re　”r

（334）




